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プロローグ　不埒な夜に








　アール・デコ様式のエレガントなスイートルーム。ベッドに横たわった沓とう子こは、押し寄せる悦楽に耐えようと、足指できゅっとシーツを掴んだ。

「……っ、あ、んっ」

　昼間は真面目な秘書として働く沓子が、夜は別人のように淫らに喘いでいる。

　――だ、だめ……おかしくなるっ……。

　まだかろうじて残っている理性的な思考が、羞恥心に拍車をかけた。

　素肌を滑る舌の感触に平静でいられず、どんなに耐えようとしても甘い吐息が漏れる。恥ずかしさのあまり沓子は唇を引き結んだ。

　沓子に覆い被さるのは、彼女の上司で社長である片かた桐ぎり蓮れんだ。切れ長の目、通った鼻筋、形の良い唇、それから雄の色気を醸し出す逞しい肢体に、思わず息を呑む。普段はクールな社長が、サディスティックな表情で自分を嬲っている姿に、はしたなくも沓子は気持ちを高揚させてしまう。

「はぁ……っ、ん……」

　片桐の筋張った手のひらが、乳房をぐにゃりと淫らな形に揉み上げた。さらに指先で先端をこすられ、じんじんと子宮が疼く。

「こんな上等なもの隠していたのか……すごく綺麗だ。君の身体を目にすると、宝石も霞むな」

　豊かな膨らみを、ふるふると揺らされ身震いした。着痩せする沓子は、脱げばしっかりと凹凸のある体つきだ。いやらしい手つきで下腹部を撫で回されれば、刺激に慣れない身体は、あっという間に汗と愛液に塗れた。

「や……ぁ、っ……」

　弾くように指が乳頭を掠め、たまらず腰を浮かせる。身体の奥から湧き上がる淫らな本能を、沓子はどこまでも恐れていた。身を任せたら、今までの自分でいられなくなりそうだ。

　片桐の顔が、じわりじわりと首から胸へと下りていく。身につけているのはすでにショーツだけだ。素肌に直に感じる男の体温に、これ以上正気でいられないと沓子は身を捩る。我慢しようとしても、きっとまた声をあげてしまうだろう。

「だ、だめぇ……っ」

　逃れようとした身体は、すぐさま片桐に捉えられる。頭上で両手首は交差され、たやすく自由を奪われてしまった。

「いつも冷静な、君らしくないな。そんな反応されると余計にそそられる。乳首もこんなに硬くして、素直な身体だ」

　片桐は支配欲に塗れた笑みを浮かべ、沓子の乳首を指先で転がす。

「しゃ……社長、だ、だめ……こんなこと……」

　――だめ、なのに……触れてほしい。

　沓子は渦巻く欲望に困惑する。揉まれ続ける乳房へと、ひたすら神経が集中した。ぎゅっ、と片桐の手に力が入るたび、その指の隙間から白い肉がはみ出る。

「感じてるのか？　いい顔だ。もっと、君が乱れるところを見せてくれ」

　片桐は、ちゅっと音を立て、右の乳房にキスをした。そのまま乳輪ごと咥え、口の中で舐め回す。焦がれるような心地よさに、沓子の抵抗は弱まっていった。左の、つんと勃ち上がった桃色の先端は二本の指で捏ねられている。強めに摘まれた瞬間、ぞくりと背筋が凍るように痺れた――。

　沓子は快感を逃そうと身体をくねらせる。しかし、片桐の左手は沓子の手首を掴んで離さない。揉みしだかれる乳房の下は、ドキドキと激しく鼓動している。いきなり右の先端が、じゅると音を立て強く吸われた。

「ひゃ、ぁ……んっ」

　敏感なところを刺激されて身体が跳ね、じわりとショーツに蜜を滲ませた。

「なんて可愛らしく啼くんだ……」

「い、やっ……、は、恥ずかしい」

　上気してうっすら桃色に色づいた沓子の姿に、片桐の艶めかしい視線が注がれている。沓子は燃えるような羞恥心に襲われた。

「もっと聞かせろ。どこがいいのか分かるように」

　左の先端も舐られ、唾液でじっとりと濡らされる。再び右胸へと舌が伸び、いやらしい水音を立てる。規則的に続く刺激に、沓子の思考は溶かされていく。

「あっ、や……！」

　乳首を強く噛まれ、下腹部へとびりっと電流のようなものが走った。とろとろと蜜が溢れ出す。いずれ太腿をつたってシーツまで汚してしまうだろう。

　――どうか気づかないで。

　沓子の祈りは虚しく、

「そろそろここも触れてほしいだろ？」

　片桐の右手が、するすると肌をなぞるように滑り下りてくる。あっさりと割れ目を見つけ、ショーツの上から撫でられる。

「い、いや、だめぇ……っ」

　濡れた下着に触れられただけなのに強い快楽を感じてしまい、頭が混乱する。すると片桐の唇から、ふっ、と恥じらう沓子を楽しむかのような吐息が漏れた。

　――社長の意地悪……。

　沓子は、潤んだ瞳で片桐を見つめる。恍惚とした片桐の表情は、沓子を嬲って悦んでいるとしか思えない。興奮しているのか、さらに色気を増した片桐から、沓子は目が離せなくなっていた。浅ましいと思いながらも、触れてほしくてたまらなくなる。さすがに口にするのは憚られ、耐え忍んで唇を噛んだ。

　――私、本当はこんなにいやらしい。

「しゃ……しゃちょ、うっ……や、あぁっ！」

　容赦なく、片桐の指が布ごと蜜口に押し込まれた。濡れた下着が、ぐじゅと卑猥な音を立てる。繰り返し指を蜜口に押し付けられては離され、花弁を撫でられるうちに、沓子の太腿が僅かに痙攣しはじめる。布一枚を隔てているとはいえ、甘い刺激が辛かった。

　――社長に触れられて感じるなんて、恥ずかしい。

　沓子は頬を火照らせ、瞳いっぱいに涙を浮かべた。ふいに手首が自由になると、額にキスが落とされ抱きしめられた。暖かなぬくもりに、まるで恋人に抱き締められているかのような錯覚に陥る。

「直接触れられるのは怖いかと思ったが、ショーツの上からでもこんなに感じて、しっかり濡れてるじゃないか。いい子だ」

　そんな片桐の優しい言葉も耳に入らないほど、今の沓子には余裕はなかった。

「や、んっ……あ、ぁっ……ふぅ……っ」

　とうとう蜜がショーツから溢れ、滴りはじめた。沓子は脚を閉じようとするが阻まれ、強引に開脚される。

「もうどろどろだ。少し弄っただけでこんなに濡らせるなんて、君は仕事以外でも優秀だな。もっとご褒美をやらないと」

　片桐の手のひらは太腿を撫でながら、付け根を目指した。辿り着くとクロッチをずらし、しなやかな指を忍ばせる。指が素早く敏感な花芯を捉え、丁寧に擦った。優しく蜜をなすりつけられ、同時に花弁も撫でる。沓子は我慢できずに、悶えながら艶めいた吐息を漏らすのだ。

「……っ、はぁ……んっ……」

　歓喜して打ち震える膣壁に、ひたすら沓子は戸惑った。恥ずかしくて、もどかしくて、狂おしい。いっそこの感覚にすべてを委ねてしまおうか――。

　やがて沓子は、どうにもならない欲情にかられ蠢く蜜洞へと、片桐を受け入れずにはいられなくなるのだった。







〈１〉社長の縁談








　早はや瀬せ沓子が、東京・丸の内にある片桐建設の社長秘書になって一年が過ぎた。

　年齢は二十七歳。

　学生時代の失恋が尾を引いて、恋愛や結婚からは遠ざかっているが、そのぶん仕事に邁進していた。

　シンプルなビジネススーツ、手入れの行き届いたストレートのロングヘア。百六十八センチと高身長のため、パンプスはあえて低めのヒールを選んでいる。

　総合して、一切の隙を見せないお堅い印象の秘書が、沓子である。

　整った容姿ではあるものの、まったく愛想がないせいでサービス業は向いていなかった。上司には頼られるが、同僚には能面顔を怖がられ、女性が多い事務職でも浮いていた。

　そんななか、社長と一対一の業務が中心である専属秘書の仕事に、沓子は手応えを感じている。冷たいと誤解されがちな容貌はデキる女のイメージを与え、融通の利かない生真面目な性格が信頼と評価に繋がった。

「女性秘書で一年続いたのは、早瀬がはじめてだ」

　不敵な笑みを浮かべるのは、片桐建設代表取締役社長・片桐蓮、三十歳。

　片桐建設は中堅ゼネコンとはいえ、売り上げは二千億円を超える大企業である。施工実績も高層ビルや大型商業施設など、大手ゼネコンと何ら変わりない。

　社長の片桐は、まだ歳は若いがやり手と評判だ。その通り、社長室の革張りの椅子にどっしりと腰掛ける姿は、堂々たるものだった。

　ゆうに百八十センチを超す長身、仕立ての良い細身のスーツが似合う程よく筋肉の付いた身体。端正な顔立ちはイケメン俳優にも見劣りしない。

「前任者は、社長がクビにされたのでしたよね」

　沓子は、タブレットを手にして片桐のデスクの前に立っていた。

「そんなこと言ったかな？」

　顎に手を添え、片桐は考え込むような仕草をする。

「社長に好意を抱き、仕事が疎かになったから秘書は解雇したと、面接で仰っていました」

　抑揚のない声で沓子は答えた。

「君の前任者も、そのまた前任者も、仕事そっちのけで俺を誘惑することに精を出していたからね。あの頃は、社長室に化粧品と香水の匂いが充満していてまいったよ。勿論、最初は真面目で優秀な人材だと見込んで採用したんだが。どこでどうおかしくなったのか……」

　おそらく、歴代の秘書たちも最初は真面目に仕事をするつもりだったのだろう。片桐と仕事をするうちに、心を惑わせてしまったのだ。しかし、片桐にも少なからず要因があるのではないか、と沓子は疑う。

　なぜなら彼は完璧だからだ。

　学歴・家柄・資産・肩書きが文句なしなのはもちろんのこと、モデルのようなスタイルと美貌まで備えている。スマートな立ち居振る舞い、カリスマ性、リーダーシップ、まるで理想の上司を具現化したようだ。

　自社ビルのエントランスでは受付嬢の熱い視線。エレベーター内では女性社員のうっとりした表情。片桐は常に好意を向けられる存在だった。

「これまでの慣例通り女性の秘書を選んだだけだが、よっぽど俺は女性秘書との相性が悪いんだろうな。とにかく、仕事に無駄はいらない。本当なら、次の秘書は男性を選ぶつもりだったが……」

　片桐はそこで言葉を区切る。

「ご安心下さい。私には社長に対する特別な感情はございません」

　沓子ははっきりと言い切った。社長がイケメンであろうがなかろうが関係ない。そもそも沓子には、恋愛する気がないのだから。

　しかも社長である片桐は、恋愛感情を持てばクビだと沓子を牽制している。

　――社長、今さら、です。

　沓子は小さく溜息を吐く。

　この一年、二人の間に男女の関係に発展しそうな雰囲気は微塵もなかった。片桐が自分を女性として見ていないのは、沓子もよく分かっている。

「これからも秘書として、精一杯業務にあたります」

　まったく感情のない沓子の台詞に、片桐は苦笑した。

「面接試験での君の回答は俺にとってパーフェクトだった。誰よりスピーディーで正確でロジカルだった。まるでＡＩだ。男より優秀だったんだから仕方ない。筆記試験も早瀬がトップだったからな」

「社長、そろそろスケジュールの確認をしていただきたいのですが」

　沓子は時計を確認してタブレットをタップした。片桐のために一分一秒を無駄にしないよう心がけている。

「さすが、早瀬だ」

　満足そうな笑みを浮かべる片桐へ、一日のスケジュールを淡々と述べていく。

「――予定通り今夜は、グランゼニスホテルのオープニングレセプションに出席でよろしいでしょうか」

「ああ、その件だが、俺のパートナーとして君にも同伴してほしい」

　そこで沓子はフリーズする。

　銀座に開業する外資系ホテルのレセプションパーティーには、関係企業の役員クラスをはじめ、財界のセレブや著名人が多く招待されているはずだ。

　――どうして私がパートナーに？

　沓子は素朴な疑問を持つ。

「社長のプライベートにおけるパートナーを同伴されるのが、一般的だと思われますが」

「生憎、妻も恋人もいないんだ。残業代は支払うよ」

「社長、でも……私では……」

　豪華なパーティーに参加する自分をイメージして、場違いすぎると沓子は萎縮した。

　――服だって、これじゃ……。

　沓子は身につけた地味なスーツに視線を落とす。

「社長の沽券にかかわります」

「業務命令だ」

　片桐の強めの口調に、沓子は観念せざるを得なくなる。

　一度言い出せばあとには引かない性格であることは重々承知だ。その実行力と決断力で、片桐は社を引率してきたのだ。

　この一年一番近くで、その仕事ぶりを見てきたのは沓子である。

「承知いたしました。秘書の業務内容の範囲だと思われますので、残業代は必要ありません。ただ、せめて、着替えに戻ってもよろしいでしょうか？」

　ドレスコードがあるはずだし、華やかにするのがマナーだ。

　――たしか友人の披露宴で着たワンピースがあったはず。

　沓子はクローゼットの中を思い浮かべる。

「早瀬らしいな。ドレスとヘアメイクはプレゼントするつもりだ」

「えっ……そこまでしていただいては……！」

　片桐は、遠慮しようとする沓子を相手にせず、スマホを取り出し早速打ち合わせをはじめるのだった。




　沓子が秘書課のデスクに戻ったのは、午後三時をまわった頃だ。他の秘書たちの雑談に混ざることもなく、書類作成に取り掛かる。そんな沓子に、周囲も口出しすることはなかった。

　仕事が落ち着いたタイミングで、沓子はコーヒーを淹れて一息つく。

　片桐は打ち合わせで外出中だ。

　本来なら、金曜日の午後は週末に向けて気分を盛り上げ、勢いで仕事を片付けていくところだが。

　――今日は長くなりそう。

　沓子はこれから片桐が指定したサロンへ行き、ドレスアップしなければならない。それから片桐と待ち合わせ、パーティー会場へ向かう手筈だ。

　――とにかく失敗しないようにしなくちゃ。

　完璧な社長が望むのはパーフェクトな秘書なのだ。片桐に恥をかかせるわけにはいかない。沓子は両頬に手をあて軽くマッサージする。

　――上手に笑顔作れるかな。

　そこで思いがけず脳裏に浮かんだのは、学生時代の恋人の顔だった。




『気持ち良くない？』

『ちっとも濡れないな』




　沓子を見下ろす元カレは、がっかりしたような顔をしていた。

　沓子はそっと頭を振った。

　初めての恋人、初めてのセックスは、苦々しい思い出でしかなかった。

　記憶の奥底に封じ込めたはずなのに、と沓子はこめかみを押さえる。

　――さっさと仕事を片付けるとしますか。

　気を取り直して沓子はノートＰＣを覗いた。メールチェックをしていくうちに、ビジネスメールらしからぬ件名を見つける。




『ご令嬢との縁談の件について』




　――縁談って、あの縁談？　まさかね……。

　差出人は片桐であるため仕事に関するもののはずだ。沓子はメールをプレビューする。




『　白しら河かわ建設専務取締役　白河修しゅう吾ご様




　この度は素晴らしいご縁談のお話をいただき誠にありがとうございます。しかし、勝手ながら今回のお話は遠慮させていただきたく存じます。

　私には既に将来を約束した婚約者がおります。どうぞご理解いただきますようお願い申し上げます。　片桐蓮』




　プライベートのメールだったことに沓子は驚いた。

　片桐は、ＣカーボンＣコピーに沓子のアドレスも設定していたようだ。

　また、片桐にお見合い話が持ち上がっていることや、お相手が大手建設会社の専務取締役令嬢だというのにも驚く。

　――将来を約束した婚約者……？

　さらに、文面にもひっかかった。片桐は妻も恋人もいないと言っていたはずだ。

「どういうこと？」

　うっかり声に出てしまい、沓子は慌てて口を押さえる。周囲を見回すが、同僚の秘書たちには聞かれずに済んだようだ。

　そこで、冷静になろうと小さく深呼吸する。

　もしかすると、本当は婚約者がいるけど、パーティーに連れていけない事情があるのかもしれない。例えば、まだ正式に発表する段階でないのだとしたら、公のパーティーに同伴させるわけにはいかないだろう。

　――あの社長が、適当な言動をするはずがない。

　片桐の人となりは理解しているはずなのに、こんなことくらいで動揺するなんておかしい。沓子は、心を落ち着けようとコーヒーを口にする。

　社長の片桐に同伴するのは、秘書の仕事だ。プライベートを詮索するのもよくない。沓子は自分を納得させて、ノートＰＣを閉じた。





§






「……どちらの国のプリンセスであられますか？」

　沓子がサロンを出ると、店の前に黒塗りの高級車が横付けされていた。ウィンドウから顔を覗かせた片桐は、驚いたような表情をしている。

「社長、からかわないでください。お待たせして申し訳ありません」

　スパンコールが散りばめられた、オレンジを基調とした豪華なドレスを纏った沓子は、昼間とはまったくの別人のようだ。

　オフショルダーのデザインが麗しい鎖骨と背中を曝し、ショート丈のフィッシュテールは細い足をあらわにする。ハーフアップのヘアスタイルも華やかだった。

　片桐が見惚れてしまうのも仕方ない。通りを歩く人々さえも、沓子の美しさに目を奪われているようだった。

　片桐は車から降りるとドアを開け、沓子の乗車をスマートにエスコートした。

「とにかく車に乗れ」

　片桐は不自然に沓子から視線を外す。そんな片桐の様子に、怒っているのだろうか、と沓子は勘ぐってしまう。

「かしこまりました」

　――もしや、派手すぎた？

　プリンセスと言われ気恥ずかしくなり、沓子は縮こまる。

　だからこそ、車内で一言も発しない片桐が、まさか、沓子の華麗な変身ぶりに戸惑っているなどとは思いもしない。

　それでもホテルに到着すると、片桐はいつもの調子に戻ったように見えた。ロビーに立つ姿は品格があり、いかにも貴公子のような佇まいである。

　それに引き替え、沓子はそわそわしていた。露出した肌にひやりと冷たい空気を感じる。周りからの視線がいちいち気になり、落ち着かない。

　――服を着ているのになんだか裸みたいで恥ずかしい……。

　パーティー会場であるホテルの大ホールに足を踏み入れ、ますます沓子は慣れないドレス姿に心もとなくなる。隣に並ぶ片桐の目にどう映っているのかさえ、気が気ではない。

　片桐は、沓子の手を取ると自分の腕に添えさせた。

「プリンセスにはエスコートをする王子様が必要だろ？」

　緊張する沓子をリラックスさせるべく、明るい口調で囁く。

「社長、いい加減にして下さい」

「じゃあ、どう表現すればいいんだ。女王様？　女神様？」

「ふざけすぎです」

「早瀬が美しすぎるんだ。俺を舞い上がらせているのは、君だ」

　まるで恋人に向けるような優しい笑顔に、沓子は頬を赤らめた。魔法をかけられ、本物のプリンセスに変身してしまったような気分になる。しかし、すぐさま現実に引き戻された。

「シャンパンはいかがですか？」

　ボーイから渡されたシャンパングラスを手にして、沓子はまた怖気づいた。

　煌めくシャンデリアや会場の豪華さに圧倒され、きらびやかに着飾った他の招待客を見て緊張を高める。沓子は片桐の腕に添えた手を微かに震わせた。

　――私じゃ分不相応だ。

　素敵なドレスを着ていても、中身は地味で控えめな秘書である。片桐のような特別な人間の隣に並ぶのは、本来なら真に華やかで美しい女性だろう。

　ちらり、と沓子は片桐の姿を盗み見る。

　タキシードを着込んだ片桐は、いつも以上に洗練されていた。女性社員たちがこの姿を見れば、色めき立つに違いない。

　――本当に素敵……。

　片桐にエスコートされる私は幸せだ、とお堅い沓子でさえ心を乱されてしまう。

　すると、片桐が「乾杯」とグラスを合わせてきた。

「魅力的な女性とこうして酒を飲めるなんて、今日の俺は役得だ。君の恋人に悪いな」

　不意に耳元で囁かれて、驚いた沓子は片桐の顔を見上げた。ハイヒールを履いた沓子は、いつもより片桐の顔が近いことにドキリとする。

　――まるで口説かれているみたい。

　きっと、このような場所での大人の会話なのだろう。そうは思うものの、不慣れな沓子は表情を硬くする。

「ありがとうございます。ですが、ご心配なく。恋人はいません」

　素っ気なさも無表情も、決して悪気があるわけではない。今の沓子の精一杯だった。

「それは好都合だ。だったら、もう少し距離を縮めようか」

　――好都合……？

　何の話だろうと思っていると、片桐の手がごく自然に沓子の腰に触れた。

「紹介したい人がいる。一緒に来てくれ」

「承知しました」

　腰に回された片桐の腕に、内心ドキドキしながらも沓子は秘書らしく平静を装った。

　普段の生活では、他人に触れられることなどほとんどない。満員電車などの場合を除いてだが、男性と身体を密着させるなど皆無だった。

　飲み会でも男性の隣には座らないし、そもそも極力参加しないようにしている。沓子の中の異性に対する不信感が、無意識に他者を遠ざけていたのかもしれない。

　――だけど、今は少しも嫌じゃない。

　気持ちがうわずって、くすぐったいような感じがする。

　骨ばった指は否応なしに男を感じさせるというのに、むしろそうされるのが嬉しいような気さえするのだ。スマートで、優しい手の感触に、沓子のわだかまりは溶かされる。

　すっと通った鼻筋、美しい顎のライン。片桐の横顔に見惚れながら、沓子は思う。

　――やっぱり、素敵だな。気をつけないと。

　片桐が本気を出せば、沓子のような堅物だろうと一溜まりもないだろう。もちろん、片桐が沓子を口説くなんてことはあり得ない。しかし、うっかり期待してしまいたくなるほどに、片桐の魅力は計り知れなかった。

　――社長が秘書を警戒するようになるのも納得だ。

　これまでの秘書たちの気持ちが、沓子にもやっと分かった。

　――あ、あれは……。

　前方を見れば、遠目からでも存在感ある人物の姿。それが誰であるか、沓子はすぐに分かった。

「白河専務、先程は取り急ぎのメールで失礼いたしました。そちらの美しい女性は奥様ですか？」

　片桐は五十代後半ほどの貫禄ある男性と、その隣の女性へ爽やかな笑顔を向ける。

「片桐くん、君も招待されていたのか」

　その男性が、白河建設の白河専務であることは、沓子も勿論知っている。失礼のないよう、背筋を伸ばし口角を上げる。

「ほら、彼が、娘にどうかと話していた片桐社長だよ」

　白河は、隣に立つ着物姿の女性へ片桐を紹介した。

「まぁ、本当に素敵なかた……白河の妻でございます」

　白河夫人の頬がほのかに色づいた。

「はじめまして、奥様。片桐建設の片桐蓮です。隣にいるのは、私の婚約者で専属秘書の早瀬沓子です」

「…………！」

　沓子は片桐の紹介に驚いて言葉を失う。

　――今、婚約者って言った？

　白河夫人の視線が、沓子の頭から爪先までを何度も往復した。不躾にも感じられたが、どうやら悪意はないようだ。

「こんなに綺麗な婚約者がいらっしゃったのなら、仕方ないわ。ねぇ、あなた？」

「専属秘書と結婚か。片桐君らしいな」

　楽しそうに笑い合う白河夫妻を前に、片桐もおだやかな表情を浮かべている。

「再開発プロジェクトでは、どうぞよろしくお願いいたします」

　片桐が頭を下げると、白河は手を差し出してきた。

「こちらこそよろしく頼むよ」

　片桐と白河は固く手を握りあった。

　沓子は丸く収まった様子にほっと胸を撫でおろす。しかし、婚約者、という片桐の発言には納得できなかった。

　昼間のメールの内容を沓子は思い出す。




『私には既に将来を約束した婚約者がおります』




　あの一文は、このために用意されていたのかもしれない。

　――社長は策士だ。

　沓子はちらり、と片桐の横顔を盗み見る。強引で大胆な仕事ぶりに、ときには呆れながらも憧れているのも本当だ。

　白河専務の立場を尊重し、会社の利益も追求する。見事な戦略に、沓子の片桐への信頼度は増すのだった。

　――とはいえ、嘘はよくない。

　本物の婚約者でないことが知られたら、今度は片桐の立場が危うくなる。

　――社長の信用は、会社の信用……どうにかしなくては。

　悶々と思案していると、片桐と視線が合う。ドキリ、とした沓子はぱちくりと二、三度、瞬きした。

「早瀬、まだ時間があるならつきあってくれ。飲み直したいんだ」

「はい。私も伺っておきたいことがあります」

　尊敬する気持ちがあってもこの話は別だ。秘書として考え行動する、それが沓子の信念である。婚約者という立場を演じるのは秘書の業務ではない、と沓子は物申すつもりだった。

「よし、話は決まった」

　片桐は、沓子の腰を掴みぐっと引き寄せた。

「えっ、あ、あの……」

「何？」

「……いいえ。何でもありません」

　――ただのエスコートよね？

　二人の身体は、さっきよりさらに密着していた。しかし、不思議なほど馴染んでいる。気づけば、自然と沓子も片桐に寄り添っていた。華やかな衣装が、沓子を大胆にさせたのかもしれない。

　片桐は、沓子だけに聞こえるよう、つぶやいた。

「早く二人きりになりたい」

　――二人きりになりたい？

　婚約者という設定のせいか、片桐の言葉もどこか甘く感じる。意識すればするほど、腰に添えられている手のひらにも情欲を感じてしまい、誘われているのかと勘違いしそうになる。

　――もし、こんな素敵な人に口説かれたら……。

　だめだめ、私は秘書なんだから、と沓子は慌てて気持ちを引き締めるのだった。

「片桐社長、ようこそお越しくださいました」

　そこへタキシード姿の男性があらわれる。グランゼニスの副支配人だ。

　片桐は愛想よく微笑む。

「こちらこそお招きいただきありがとうございます。こちらは、私の婚約者です」

　ホテルの副支配人にまで婚約者と紹介されたことに驚き、沓子はつい不自然な笑顔になるのだった。
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　ホテルの最上階にあるのは、落ち着いた雰囲気のラウンジバーだ。片桐と沓子は、間接照明だけの薄暗い個室へと案内された。

「ここならゆっくりできるな」

　片桐はソファに沈み込むと、手招きして隣に沓子を座らせる。

「モヒートと、早瀬はミモザでどうだ？」

　シャンパンをオレンジジュースで割った弱めのカクテルならば問題ないだろう。片桐のせっかちな様子に、仕事をするときと一緒だ、と沓子は微笑む。

「はい。そうします」

　片桐はウェイターに手早くオーダーする。

「ミモザなら、今日のドレスの色と合って綺麗だろう？　それに、早く二人きりになりたいからな」

　淡いオレンジ色のドレスを纏った沓子を眺め、片桐が目を細めた。

　忙しないオーダーに隠された甘い理由に、沓子はどう反応すればいいのか分からなくなる。

「しかめっ面して、怒っているのか？」

「平常です」

　沓子の返しに、片桐はおかしそうに肩を揺らした。

　――やっぱり、私の顔、怖いんだ。

　意識することで、ますます沓子は厳しい顔つきになる。

「俺が虐めているみたいじゃないか。リラックスしろ」

　片桐は優しく沓子の頭を小突いた。たったそれだけで、沓子は、ドキンと心臓を跳ねさせる。これまで一緒に仕事をしてきた二人の間には、ささやかなスキンシップさえ一切無かったのだ。

　――今日の社長、いつもと違う。だけど……嫌な気はしないな。

　沓子は隣に座る片桐の体温に、心地よさを感じはじめていた。どことなく心の距離まで近づいた気がしてしまう。他人にそんな気持ちを抱くのは、久しぶりだった。

　ほどなくしてカクテルが運ばれ、二人は二度目の乾杯をした。

「社長、早速ですが、私が婚約者だなんて嘘をついて、どうなさるおつもりですか？」

　沓子が問い詰めると、片桐は少しばかり気まずそうな顔をした。

「メールを見ただろう？　あれはミスしたわけじゃない。君にも知っておいてもらったほうが、話が早いと思ったんだ」

　片桐は、専務令嬢との縁談について説明をはじめる。

　――事前に教えてくれればいいのに。

　不満はあるものの、無駄が嫌いな片桐らしいと、沓子は思った。

「つまり、白河専務のお嬢様とお見合い話が持ち上がったものの、社長にはそのお話を受けるつもりがなく、私をダシにしてお断りしたわけですね」

　少しばかり棘のある言い方になったのは、色々と沓子なりに思うところがあったからだ。

　――プリンセスだなんて、からかうから。

　片桐にすれば、からかうつもりはなかったのかもしれない。リップサービスに浮かれてしまった自分が恥ずかしくなり、沓子は大人げない態度をとってしまった。

「そのとおりだ。しかし、ダシに使ったなんて言い方が悪いな。婚約者がいると断るほうが、これから白河建設と仕事をしていく上で角が立たないと考えたからだ」

　白河建設は、片桐建設が共同受注した再開発プロジェクトのスポンサー会社である。スポンサー会社は、プロジェクトのリーダー的役割を担う。

　つまり、技術力や会社規模等も当然ながら片桐建設より上なのだ。

「もちろん、白河建設とのおつきあいは我が社にとって大事なことですが……とはいえ、私が婚約者を演じる道理はありません」

「勝手なことして悪かったよ。改めて頼む、まずは、プロジェクトが終わるまででかまわない。俺の婚約者でいてくれ」

　片桐は真剣な表情になる。

　――仕事相手ならうまく丸め込めるかもしれないけれど、私はそうはいかないから――。

　沓子は、カクテルを一気に喉へと流し込んだ。

「会社の為に力になりたい気持ちはありますが、他人を騙すようなことはできません」

「騙すつもりはない。落ち着いて聞いてほしい、俺は……。ところで早瀬、無茶するなよ？」

　確かに、強いお酒でないとはいえ、ゆっくり味わうべきカクテルだ。あっという間に空になった沓子のグラスを見て、片桐が心配する気持ちも分かる。

　沓子は心を落ち着けて、片桐へと膝を向けた。

「恋愛や結婚は、本気じゃないとできません」

　――もう傷つきたくないから。

　愛が消える悲しさを知っている沓子は、いつか終わる恋愛や結婚など真似事でもしたくないと思った。あんな辛い思いは二度としたくない。

　まっすぐに片桐を見据え訴える沓子の瞳が、悲しげに潤む。そんな沓子の様子に片桐は動揺したようだ。

「まさか、泣いているのか？」

　片桐は、沓子をなだめるように優しく抱き寄せた。沓子は少し驚いたが、パーティー会場で腰を抱かれた時と同じように心地よいと感じる。今夜は不思議なほど、沓子の心は寛容だった。また、片桐を意識してか、いつもと違う甘い感情でいっぱいになる。

「泣いていません……」

「俺にこんな風にされるの、嫌だったら言ってくれ」

　肩を撫でる片桐の手のぬくもりが、じんわりと心に染み入った。一体この気持ちは何なのだろう。切なくて曖昧で、だけど心地よくて離れがたい。この気持ちに、素直になってもいいのだろうか。迷いながらも、沓子はぽろり、と本音を漏らす。

「……嫌じゃ、ありません」

　沓子は片桐を見つめ、首を横に振った。

　――今は、こうしていてほしい。

　言葉にした途端鮮明になる想いに、沓子は戸惑う。

「早瀬の気持ちは分かった。本気なら、いいんだな？」

　片桐の指が沓子の顎を持ち上げた。

　――えっ……？

　意味が分からず狼狽えた瞬間、沓子の唇に温かなものが触れた。視界いっぱいに広がる端正な片桐の顔を眺めながら、ただ息を止める。

　――キス、されてる？

　我に返った沓子は、驚いて片桐の胸を押しやった。

「な、なにを……！」

　心臓はドキドキと早鐘を打つ。顔が燃えるように熱いのは、お酒のせいだけではないはずだ。沓子は、片桐にキスをされた、という現実を受け止めきれずにいた。まるで夢の中にいるようだった。

　――本当に、キスしたの？

　片桐が、秘書に、しかも沓子に、手を出すはずがない。信じられない気持ちで片桐を凝視する。激しく動揺する沓子を、片桐はもう一度抱き寄せた。

「この瞬間、本気になった、と言ったら、軽蔑するか？　俺だって完璧じゃない。そして、不完全な自分をさらけ出せるのは、早瀬の前だからだ」

「何度もからかわないでくだ……んんっ」

　再び唇が重ねられ、反論しようと開いた隙間から、ぬめった熱い舌が咥内に差し込まれた。沓子から判断力を奪うように、まろやかに唾液を撹拌される。上顎に、ざらっとした感触がして、沓子は身体を固くした。他人に滅多に触れられることのない場所は、甘い痺れを連れてくる。

　逃げようと舌を縮こませるも、すぐに絡め取られ、ねっとりと歯列をなぞられた。粘膜から受ける刺激はあまりにも心地よく、抗うことができなくなる。気付けば、舌を擦り合わせるのに夢中になっていた。

――だ、だめ……。

　舌先を軽く吸われ、瞼が下がっていった。深いキスは、容赦なく沓子から理性を奪っていく。ますます片桐の吸い付く力は強まっていき、遂に、じゅると艶めかしい音まで耳に届いた。どうやら唾液まで吸われてしまったようだ。

――だめ、なの……に。

　こんなところを誰かに見られたら……、そう思うのに逃れられない。このまま永遠に唇を重ね、片桐を感じていたい。沓子は、不埒な思いに囚われていった。

「……はぁ、っ……」

「俺の本気を、受け取ったな」

「ち、ちが……」

「違わないさ。俺にキスされるの、好きだろう？」

　答えられずにいると、片桐は僅かに口角を上げ、再び沓子の唇を奪った。羞恥心を煽るかのように、わざと艶めかしい音を立て沓子を味わっている。

　――恥ずかしい……のに。

　なのに、恐ろしいほど気持ちいい。絡み合う舌はいっときも離れまいとしているようだ。呼吸をするのも惜しいくらいに荒々しく奪われる。

　キスに夢中になっているうちに、混ざり合った二人の唾液はとうとう溢れ出し、沓子の唇の端からたらたらと滴った。

　――だめなのに、離れられない。

　快楽に蕩ける頭で、沓子は無意識に片桐にしがみつく。それを合意だと受け取ったのか、さらに激しく片桐は沓子の唇を貪った。

　涙が瞼の裏に滲んだ。潤んでいるのは瞳だけではない。身体の奥もじんわりと湿っていくようだった。僅かな抵抗さえも許さぬように、片桐の舌は咥内を掻き回す。

「君は、酸っぱくて甘いな」

　片桐は、その味を気に入ったように満足げに言った。

　――社長は、ミントの味がする。

　口の中すべてを、片桐に知り尽くされてしまった。そして沓子も知ってしまった。満足とともに、不安も浮かぶ。

　――どうなってしまうの……？

　それでも唇が離れると、物足りないと思った。沓子は片桐を求めて、つい物欲しそうな顔をしてしまうのだ。

「そんな色っぽい顔もするのか。無防備な君も魅力的だ……欲しくなる」

　もっと奪ってほしいと願うほど、片桐の濃厚なキスは沓子の思考を麻痺させていた。

　――だめ……。

　葛藤しながらも、沓子の腕は片桐の温もりを手放せなかった。自由にされた唇が寂しい。もっと、触れてほしい。沓子はとろんとした目で片桐を見た。

「……社長、私……」

　――どうしたらいいの……？

　片桐が優しく沓子の頭を撫でる。きっと欲情しはじめる沓子に気づいたのだろう。

「いつも通り、俺を信じろ。悪いようにはしない。もっと気持ちよくなれるから」

　片桐は甘い魔法を沓子にかける。

　――いつものように、信じればいいの？　

　沓子は片桐へと回した腕に力を込めた。ずっと一人だった寂しさを、必死で埋めるようだった。一夜だけだと割り切れば、傷つかずに済むだろうか。

「可愛いな。舌を出してみろ」

　魔法をかけられた沓子は、言われるがまま舌を出す。そこへ、片桐の舌がぴたりと合わさった。それだけで、身体がじりっと痺れる。

　片桐の言葉や眼差し、そして深まっていくキスが、アルコールよりも沓子を酔わせた。恥ずかしい気持ちを、ふんわりとした心地よさが覆っていく。

「もっと……絡ませろ……」

　溜息交じりに片桐が言った。

　沓子は懸命に舌を伸ばし、なんとか片桐に応えようとする。そうすることで、もっと片桐も気持ちよくなれると思った。社長の命令に従うのが秘書の仕事。そんな風に刷り込まれてしまったのだろうか。

　――……それだけじゃない。

　沓子自身が片桐を欲していると認めざるを得なくなる。衝動を抑えきれず、自ら大胆に舌を動かした。

　片桐がしてくれたように、丁寧に舌を絡ませていく。沓子の唇は唾液によって艶めいて輝く。夢中で片桐の下唇を吸い、ちゅうと可愛らしい音を立てると、熱を帯びた片桐の手のひらが沓子の身体をまさぐりはじめた。

「乱れる君はすごく綺麗だ。他の誰にも見せたくない」

　――こんな私、誰にも見せたことなんかない……社長にだけ。

　どんどん溢れる唾液も躊躇うことなく吸い尽くし、ごくりと飲み込む。沓子は、片桐に溺れるように纏わりついた。ただ夢中で、自分の行為がどれだけ淫らなのかも分からなくなる。

　キスだけで、理性を飛ばすほど感じているなんて恥ずかしい。それでもどうすることもできない。片桐に触れられている腰や背中がむずむずする。さらに身体の奥が、ずくんとした。

　たどたどしい沓子の舌の動きを片桐がリードし、どんどん口づけは情熱的になっていった。片桐の舌が余裕を失くし荒々しくなる。口の中で蠢くものが愛しい――沓子は片桐の舌技に没頭していく。

「ん、ふぅ……っ」

　沓子から甘ったるい声が漏れた。

「くそ、たまらないな」

　片桐は我慢ならないといった風に沓子を抱き締めた。

「これほど魅力的な女性だったとは……俺は今まで君の何を見ていたんだ。どうして、隠していた？　これまで、俺に心を開かなかったのはなぜだ？」

「……私は、秘書ですから……」

　浅い呼吸を繰り返し、沓子は答える。この一年間、片桐を尊敬しながらも異性として意識しないよう、沓子は十分に気をつけてきたつもりだった。それが、一晩で覆されるほどに今日の片桐の魅力は底知れない。

　――秘書を牽制していたのは、社長だったのに。

　沓子もまた、片桐の雄をこんな風に見せつけられるとは思っていなかった。社長と秘書という均衡が、今まさに崩れかけようとしている。

「優秀なのは仕事だけじゃないようだ。まだ隠しているものがあるなら、俺に教えてほしい。もっと、早瀬を知りたい。秘書に対して、こんな気持ちを抱くのは初めてだ」

　熱い眼差しを向けられ、沓子の心はますます高揚していく。沓子も、もっと片桐を知りたいと思ってしまった。

　――社長は、どうして私にこんなことを？

　沓子は、たとえ今夜だけだとしても、こんな風に優しく扱ってくれる理由を知りたかった。ほんの少しでも、自分への好意があるのなら嬉しい気がする。

「君を抱かせてくれ」

　ストレートな言葉に、沓子は目を見張った。片桐は、大事なものを扱うように沓子を抱き寄せる。耳朶を甘噛みされ、沓子は混乱した。

　――もう逃れられない……。

　濡れた舌先が、耳にぴとりと押し付けられ、やがて舐めはじめる。まるで行為のはじまりのような水音に、身体は熱を帯びていった。

　――社長と秘書なのに……。

「早瀬を抱きたい。君のことしか考えられない。だから君にも、もっと俺を知ってほしい」

　甘い言葉とともに、再び唇が塞がれる。最初から反論の余地など無かったのだ。そしてとっくに、沓子の中で覚悟はできていた。

　もう一生、誰にも素の自分を見せることなどないと思っていた沓子だが――、最後に一度だけだとしたら、その相手は片桐がいいと思ってしまった。






〈２〉ドレスを脱ぎ捨てて








　窓から夜景が見渡せる豪奢なベッドルームの床には、バッグやハイヒールが散乱していた。かなり性急にベッドに連れ込まれたのが、ひと目で分かる。

　――まだ、シャワーも浴びていないのに。

　ラウンジバーから客室までの記憶はあやふやだった。片桐に口説かれ覚悟を決めてからの時間が、刹那のように感じられる。沓子の躊躇いを知ってか、片桐が何もかも手早く整えたからかもしれない。最上階のスイートルームを手配し、言葉少なに部屋までやってくると、優しく沓子に訊ねるのだ。

「怖気づいた？　帰りたいか？」

「そ、そんなこと……だ、大丈夫です」

　片桐に喜色が浮かぶ。

「もう遠慮はできないからな」

　そこからは、火が付いたようだった。片桐は沓子の膝裏に腕を回し軽々とお姫様抱っこすると、ベッドルームへ向かった。突然のことに沓子の思考は追いつかず、ただ片桐にしがみつくことしかできない。

　はじまりの合図のように、するりと沓子の髪が解かれる。

「っ……ん、んっ……」

　ベッドに押し倒された沓子は、片桐に口づけられていた。息もつかせぬような激しいキスだ。同時に、ドレスの上から胸を揉まれている。キスとは違い、片桐の手の動きは控えめで優しい。沓子を怖がらせまいとしているようだった。

　触れられているのは胸なのに、身体中がむず痒く感じる。背中に滑り込んだ片桐の手が、ファスナーにかかり緊張感を高めた。ジリリと背後で金具が下ろされ、いよいよドレスが身体から引き抜かれようとしている。

　唇が離れた一瞬の隙に、慌てて沓子はドレスの胸元を押さえた。

「だ、だめ……」

「今さら、どうして？」

「シャワー浴びてませんから……汗が……」

「俺は汗臭いか？」

「い、いいえ」

「だったら、構わないな。俺は早く君を抱きたくてしょうがない。君は、いい匂いがする」

「ん……ふっ……」

　片桐は素早く唇を重ね、舌を口腔に滑り込ませた。沓子の情欲を煽るように、いやらしく掻き回す。そうされるうちに、沓子もおずおずと舌を伸ばすのだ。言葉とは裏腹に、身体は片桐に触れられるのを悦んでいる。

　片桐は沓子を貪りながらネクタイを緩め、ワイシャツのボタンを外した。

「腰を上げてくれ」

　沓子の背中に、片桐の腕が回される。

　――いよいよ、だ。

　視界の端でスパンコールが輝き、胸元に開放感を感じた。バサリ、とドレスが床に落とされる。間近で見る片桐の熱を纏った瞳に、沓子は胸を高鳴らせた。

　――すごい……社長の色気……。

　溢れる片桐の魅力に戸惑いながらも、望まれていることが嬉しいと感じる。とはいえ、いきなり行為にのめり込めるほど、沓子に色事の経験はない。

　――どうしよう……。

　下着だけになった沓子は、恥ずかしさにもじもじと膝を合わせた。

「ふっ……可愛いな」

　ブラが外され、狼狽えてしまった。しかし片桐は、余裕のある手つきで沓子を剥いでいく。

「ドレス姿も良かったが、何も纏わない君はもっと綺麗だ」

　ショーツだけにされた沓子は、かろうじて乳房を両手で隠しベッドの上に横たわっていた。羞恥心から視線を泳がせてしまう。いつもの能面のような表情はすっかり消え、沓子は頬を赤く染め唇を震わせた。

「まだ恥ずかしいのか？」

　艶めいた髪を一房掬うと、片桐はそれに口づけた。

　再び沓子に覆い被さろうとする片桐も、すでに服を脱ぎ捨てたあとだ。逞しい肩、割れた腹筋、そのさらに下はさすがに恥ずかしくて直視できない。

「俺を見てろ。恥ずかしさなんてすぐに消える」

　片桐の首筋や鎖骨に、遠慮がちに視線を這わす。程よく筋肉がつき引き締まった、大人の男の色気がだだ漏れする裸体に、劣情が掻き立てられた。とはいえ、片桐の身体を眺め、性的な刺激を受ける自分を素直に受け止めきれない。

「……やっぱり恥ずかしいです」

　ふいっ、と片桐から視線を反らして沓子は言った。

「心を閉ざそうとするな。信じろと言っただろ？」

　片桐は、沓子の睫毛に、頬に、口の端に、そっとキスを落とす。丁寧で優しいキスに、沓子は胸がきゅっとなるのを感じた。

「……怖い。私、不感症なんです」

　はじめてのセックスは、痛いだけの行為だった。元カレと片桐は別人だけど、それでもやっぱり沓子は初体験の記憶を思い出して怖いと感じてしまう。

　『痛いからもう止めて！』沓子が頼んでも元カレは止めてくれなかった。沓子が感じても濡れてもいない様子を見て、落胆したような顔をした。大好きだったのに、たった一度の行為で気持ちは醒めてしまった。

　――あんな思いは、もうしたくない……。

「無理強いはしない。嫌だったら言ってくれ。俺を信じろ」

「……でも」

「仕事じゃないんだ。心配するな。今の俺は、君に夢中なただの男だよ」

　――社長が、私に夢中？

　冷静で厳しい片桐が、沓子に夢中になるとは思えない。しかし、片桐は信じろ、と言った。信じたい気持ちと惑いがせめぎ合う。それでも片桐の言葉が嬉しくて、じんわりと胸が熱くなった。

　沓子は恐る恐る片桐へ視線を戻した。

「大丈夫だ。大事にするから」

　片桐は甘く囁いて沓子を抱き締めた。温かな片桐の胸に顔を埋め、沓子は少しずつ頑なな心を溶かしていく。

「さっきの続きをしよう」

　慈しむように髪を撫でられる。ちゅ、と音を立て啄むようなキスをされる。慌ただしく奪うようなものとは違う。ひたすら優しいキスを、何度も片桐は繰り返した。沓子はキスに誘われて、片桐の背中へと腕を回す。意図せず片桐の胸へ、乳房を押し付けてしまう。先端が片桐の厚い胸板に擦られ、じんとした。

　――どうしよう……気持ちいい。

　自然と沓子からもキスを返していた。柔らかな唇を押し付け合ったり、軽く吸って離したり。優しいキスに心が溶かされていく。この瞬間だけでいい、過去を忘れて没頭したい。沓子が片桐に溺れてしまうのに時間はかからなかった。

「君は、本当に可愛いな」

「はぁ……んっ」

　ねっとりと、片桐の舌が沓子の唇を割って侵入してくる。あっという間に、咥内は片桐に埋め尽くされてしまった。沓子の舌は、片桐によって絡め取られ、絞られ吸われてしまう。片桐は角度を変えながら、余すことなく沓子の咥内を舐り尽くした。

　頭が、じんと痺れはじめる。片桐は上顎と下顎へ丁寧に舌を這わせ、沓子が気持ちいいと感じるところを探っているようだった。

　太腿の内側に、熱くて硬いものが押し当てられている。片桐も興奮しているのだと思うと、沓子の中に愛おしくも艶めかしい気持ちが芽生えた。

　沓子の口から抜かれた舌が、今度は首筋を這っていく。鎖骨を舐められ吸われ、優しく唇を押し付けられるうちに、じわじわと沓子の身体は火照っていった。見計らったように、片桐の手が乳房に触れる。可愛がるように優しく揉みしだいていく。

「……っ、社長……っ……や……」

　最初は遠慮がちに乳房へ触れていた片桐だが、沓子がこらえきれずに甘い声をあげると、刺激を強めるように荒々しく揉みしだく。

「こんな上等なもの隠してたのか……すごく綺麗だ。君の身体を目にすると、宝石も霞むな」

　片桐は胸を揉みながら、乳首に吸い付いた。卑猥な音を立てながら片方の乳房は貪られ、もう片方の先端は指先でコリコリと刺激される。片桐の唇が淫らな糸を引いた。反対側の乳頭を、きゅ、と抓られ、たまらず沓子は声を出す。

「ひゃ、ァ……んっ……だ、だめ……」

　沓子はシーツを乱しながら、身体をくねらせる。気持ちが良すぎて、蕩けてしまいそうだ。ぎらついた表情をした片桐が、手の甲で口を拭う。

「いつもの君らしくない。そんな反応されると余計にそそられる。乳首もこんなに硬くして、素直な身体だ」

「あ、ぁんっ……」

　快楽から逃れようとする沓子の手首を掴み押さえつけると、片桐は再び乳輪を口に含む。唇に硬く勃った先端を挟まれれば、秘部がじくじくと疼き出した。やがて蜜が、じわ、と溢れその感触にも身悶えする。

「あ、溢れるの……、も、もう、だめ……」

　蜜が滴るのを感じた沓子は、太腿に力を入れて愛液が溢れないよう快感を逃そうとする。その様子を眺めながら、片桐は悪戯な笑みを浮かべた。

「どこから溢れる？　やめてほしいのか？」

　沓子は、ふるっと首を横に振る。下着はすでにしっとりと湿ってしまった。恥ずかしいけれど、どうにか熱を冷ましてほしい。

　――お願い、触れて……。

　抑えられない欲望が込み上げる。切なさに沓子は涙を滲ませた。

　――だけど……だめ。触れないで。

　相反する気持ちに心が乱される。いやらしい欲望が罪のように思えた。

「溢れるのはここか？　そろそろ、ここも触れてほしいだろ？」

「い、いや、だめぇ……っ」

　とうとう暴かれてしまった。汚してしまったショーツに触れられ、かぁっ、と沓子の頬は熱くなる。

「触れられるのは怖いかと思ったが、下着の上からでもこんなに感じて、しっかり濡れてるじゃないか。いい子だ」

　――私が、濡れているなんて……。

　沓子自身が一番驚いていた。

　薄い布越しに、片桐の指が割れ目をなぞるのが分かる。ゆっくりと優しく、次第に速度をあげる。何度も撫でられ沓子は目眩を覚えた。ぐじゅぐじゅと、溢れた蜜が音を立てる。

「あっ……あっ……」

　それに合わせて甘い声が漏れた。沓子を見つめる片桐の瞳が熱を帯びていく。欲望に囚われた雄の目だ。

　――もう、逃げられない。きっと、食べられる。

　沓子には、片桐が獲物を前にした獣のように感じられた。この獣にだったら、めちゃくちゃにされてもいい……と邪な考えが浮かぶ。社長である片桐と繋がることへの免罪符が欲しかったのだ。

「あっ……、はぁ、んっ……」

　いつの間にか片桐の手はショーツのなかに潜り、茂みを撫でていた。さわさわと優しく触れられ身体がむずむずする。片桐は、指で陰毛を挟み、軽く上へ引っ張った。今度は、円を描いてから、恥丘を指の腹で押し付ける。

「や、ぁっ……しゃ、ちょう……」

　膣内がきゅうと締め付けられ、さらに蜜が溢れた。

「ここもいいだろう？　じっくり慣らしてやる。心配するな」

　花弁に優しく蜜をなすりつけられた。徐々に蜜口へと指が近づいているようで、沓子は身震いしてしまう。

　湿った淫らな指が、茂みに隠れた敏感な花芽を摘んだ。一瞬で全身へと電流が走り、沓子の身体は痙攣する。耐えていた蜜が一気に噴き出すようだった。

「その調子だ。感じる君はとても可愛い。もっと乱れろ」

「や、ぁっ……、んっ……」

　沓子の甘い吐息は、片桐の唇によって塞がれる。唇を割って侵入した舌が、口内を舐め回した。舌を擦られ、もどかしくなる。同時に指は優しく花芽を扱き、皮を剥いた。剥き出しになった花芯を刺激され、沓子はあまりの刺激に耐えられず暴れた。

「そこ、やっ……だめぇっ……！」

「もうどろどろだ。少し弄っただけでこんなに濡らせるなんて、君は仕事以外でも優秀だな。もっとご褒美をやらないと」

　片桐は沓子を褒めながら、しとど濡れた蜜口の様子を確認するように触れた。花びらは押し広げられ、ぱっくりと開いている。片桐は纏わりついた蜜を丁寧に花弁に塗り込んだ。

「解すから、力を抜いて」

　ついに片桐の長い指が、ぐちゅ、と膣内に差し込まれる。想像以上の刺激に、沓子は身体をしならせた。

「い、やぁあっ……！」

　――こんなの、私じゃない。こんなの、知らない。変になるっ……。

「キツいな……。もっと力を抜くんだ」

「む、むり……っ、あ、んっ」

　ゆっくりと、片桐の指は壁を押し広げ沓子のなかに侵入する。隘路は片桐を感じて燃えるように熱くなった。擦られるたびに、媚壁は狭まろうとして更に刺激を与える。片桐は花芯に蜜をなすりつけながら、指を出し入れする。ぐちゃぐちゃに掻き回され、どんどん愛液が溢れ出る。

「ふぁ……っ、あ、んっ」

　押し寄せる悦楽に、いつしか沓子は、強張っていた力を抜いてだらんと身体を開いていた。しかし膣内は、いやらしく力いっぱい片桐の指を咥え込んで離そうとはしない。どんなに抑えようとしても、淫らに喘いでしまう。

「あぁっ……ンっ、あぁ、っ……！」

「不感どころか、これほど敏感だとは……驚いたな。君の身体は、ますます俺を夢中にさせる」

　――私が、敏感……？

　片桐の言葉に、沓子は動揺する。

　――人並みに濡れているのなら嬉しいけれど……。

「君がどれだけ感じやすいか、もっと分からせてやろうか」

　片桐は快感によって膨らんだ陰核を、強めに摘んだ。弱いところを攻められて、たちまち媚壁が収斂する。押し寄せる悦楽に震えながら、沓子は自然と腰を揺らめかせた。

「んっ、ぁっ……しゃ、社長……やっ……」

「解れてきたな」

　沓子のなかに侵入する指が、一本から二本へと増やされる。膣壁は収縮しながら、ぎゅうぎゅうと指を締め付けた。絶頂感を連れた小さな波がどんどん大きくなる。懸命に耐えようと片桐にしがみつく沓子の瞳から、ぽろりと涙がこぼれた。

　――いやっ、怖い。何かが、くる……。

　片桐は沓子を抱き込み、唇を塞いで、愛おしむように舌を差し入れ絡める。指は膣壁を擦り、花芯を引っ掻く。尿意を感じ狼狽えた沓子は、たまらず片桐の背中に爪を立てた。

　痙攣する蜜穴から快感の飛沫があがった。肌は粟立ち、腰の揺れは止まらない。経験したことのない未知の感覚から、どうすれば逃れられるのか、沓子には分からなかった。

　――ああっ……だめ、おかしくなるっ……！

　襲い来る波に怯え、沓子はぎゅっと身体に力を入れた。片桐の指が速度を上げて抜き差しされる。せり上がってくる快感はやがて全てを覆い尽くした。とうとう身体の中で悦楽が弾ける。背中を弓なりに反らせ、沓子はのたうった。

「大丈夫だ、俺を信じて身を任せろ」

「やっ、しゃ、しゃちょうっ……、や、あぁぁあっ――！」

　明滅する意識の中で、沓子は打ち震える。快感に占拠され、もう自分を保っていられない。達して力が抜けた身体は、たっぷりと愛液を滴らせながらベッドへと沈み込んだ。

　――こんなの、知らない……。

　沓子の涙は止まらなかった。その涙を片桐の唇がそっと拭う。

「ちゃんとイけたな。だから言っただろう？　君は敏感だって」

　媚肉はまだびくびくと痙攣し、膣壁は甘えるように片桐の指に絡みついて、とめどなく蜜を溢れさせている。

「こ、こんなの、はじめて……です」

　惚ける頭で、沓子はなんとか言葉を発する。

「そう言ってもらえると、喜ばしいな。よく覚えておくんだ。君をはじめてイかせたのは、この俺だからな」

　――私、社長の指で……はじめて……。

　恥ずかしいけれど嬉しい――、過去の辛い記憶が上書きされていくみたいだ。

　ゆっくりと指が引き抜かれ、沓子は途端に心細くなった。思わず縋るように、片桐の腕を掴んでしまう。

「まだ終わりじゃない。腰を浮かせてくれ。続きをしてもいいか？」

　片桐は言い聞かせるように、興奮冷めやらぬ沓子の頬を撫でた。

　――気持ちいい……。だけどこの先は少し怖い……。

　達したばかりの沓子は、まともな思考ができない。身体は、怖さより快感を求めてしまう。緊張しながら腰を浮かすと、素早くショーツが抜き取られた。濡れそぼった秘所が冷たい空気にさらされる。

「やっ……」

　反射的に閉じようとした膝は、片桐に押さえつけられる。今さら遅いが、羞恥心が込み上げ、沓子はたまらず顔を覆った。

「恥じらう君も可愛いが、そんな余裕もなくなるくらい、もっと感じさせてやるからな」

　片桐は沓子の左足首を持ち上げた。驚いた沓子が顔を覆う手を外すと、足の親指が口に含まれるところだった。

「ひゃ！　ぁっ……」

　次に人差し指、それから中指と、一本ずつ咥えられ歯を立てられて舐められる。自分へのご褒美に、サロンで施術した発色の良いピンク色のフットネイルが、片桐の口の中に消えていく。食べられてしまうような感覚に、沓子の背筋はぞくぞくとした。その隙にもう片方の手が、太腿を撫でながら足の付け根へと下りてくる。付け根の辺りを這う指は、行ったり来たりもどかしい動きをした。

「やっ……あ、んっ」

　指は肝心なところを避けて滑る。すでに蕩けきった陰部には、再び触れようとしてくれなかった。ちゅぽ、と音を立て、足の小指が口から抜かれる。すると秘所から、とろんと蜜が溢れ出た。

「は、んっ……」

　沓子は思わず腰をくねらせてしまう。

　――社長、ひどい……。

　相変わらず片桐の手は太腿や臀部をなぞるだけだ。もどかしい快感に蜜壷はもっと触れてほしくてどんどん濡れていく。どうしてこれほど焦らされているのか、沓子は分からなかった。

「どうしてほしい？」

「……そんなこと、訊かないで、ください」

「君の口から聞きたいんだ。言ってくれないか？　どうしてほしいんだ？」

　悪戯な片桐の指が、一瞬花芯を掠めた。ずくり、とした感覚に泣きそうになる。

「ふぅ、んっ……、お、お願い……、触って」

　我慢できずに涙を浮かべ、沓子は片桐へと請うのだ。

「どこを？」

「ここ……ここを」

　切なさに震えながら、下腹部に手を置いた。

「いい子だ。沓子、すごく可愛いよ。これからも教えてほしい。沓子の望むことは全部叶えてやりたいんだ」

　沓子、と名前を呼ばれ胸が締め付けられる。嬉しくて僅かに顔が緩んだ。すかさず、片桐は沓子の太腿を持ち上げる。

「やっ……！」

　恥部に片桐の息がかかり、沓子は慌てる。

「み、見ないで……ください」

「感じてひくついているのがよく分かる。色っぽくて煽られるな。たっぷり可愛がってやる」

　片桐の指によって広げられた秘裂から、たらたらと蜜が滴っているのを感じる。沓子もよく知らないそこを、片桐に覗かれてしまった。恥ずかしさで全身が燃えるように熱くなる。そろりと秘所を撫であげられ、たまらず沓子は悶えた。沓子の反応を愉しむように、片桐はくっと喉を鳴らす。

「沓子、もっと啼き声を聞かせろ」

「ひゃ、んっ……！」

　すぐさま、ずぶずぶと指が埋められた。一度達した膣内はずっと敏感になっている。少しでも気を緩めたら、あっという間にまた達してしまうだろう。しかし片桐は容赦がない。指と同時に舌を使い、太腿の内側を舐め、花芯を吸い、蜜まで啜った。

「やっ……あぁっ、そんなの、だ、だめぇ……っ」

　がくがくと宙に浮いた脚が震えだす。沓子はシーツに縋り、ぎりぎりのところで耐えようとしていた。片桐が自分の恥ずかしい部分に顔を埋めているという事実に、気持ちが追いつかない。なのに、戸惑いを追い越して快感がやってきてしまう。生温かい舌で舐め回され、もどかしそうに肉壁が揺動する。片桐の舌技に翻弄される沓子は、正気を失いかけていた。蜜壺を掻き回され花芯を舐られ、いよいよ我慢の限界がやってくる――。

「あっ、あぁぁっ――！」

　沓子は背中を大きく反らせ、再び絶頂を迎える。それでもまだ花芯は舐られ、溢れる蜜は吸われ続ける。そのせいで快感は途絶えることがない。

　――感じすぎて、苦しいっ……。

　沓子の瞳から、再び涙の粒がぼろぼろと溢れる。味わったことのない悦びに沓子は打ち震えた。名残り惜しそうに指と舌が抜かれると、途端に心が空洞になるかのようだった。それでも膣内は、片桐の指を咥えたままだと錯覚しているのか、甘く痺れながら収縮を繰り返す。

「やっぱり君は優秀だな。二回も続けてイけたんだから」

　片桐から優しいキスをされる。沓子は肩で息をしながらそれを受け止めた。繰り返される唇への甘い感触に次第に気持ちは落ち着いていった。丁寧な愛撫は、蜜洞だけでなく沓子の心まで解してくれたようだった。

「社長……ごめんなさい。私ばかりが……」

　片桐は、沓子の指にそっと自分の指を絡めた。それだけで、沓子の体はまた疼いた。全身が性感帯になってしまったように気持ちいい。

「沓子がよくなれば、俺も気持ちいいんだ。ほら、その証拠に」

　片桐は身体を起こし沓子の手を取ると、そろりと自身に触れさせた。沓子はおずおずと感触を確かめる。そして、予想以上の重量感に瞠目した。

　――すごい……大きい……。

　欲望をあらわに反り返る肉茎の、太さと長さに圧倒される。漲る熱はあまりにも生々しく、沓子を戸惑わせた。

「どうだ？　君の中に入れてもいいか？」

　緊張した沓子は唾を飲み込む。

「は……、はい……」

　片桐は根本を支え避妊具を付けると、沓子の割れ目に自身を当てがった。先端が蜜口に触れただけで、沓子は身を竦ませる。

「やっ……」

「俺を信じて、快感に身を委ねろ」

　片桐は挿入を焦ることなく、蜜を絡ませながら秘裂をなぞった。肉槍で擦られるたびに、ぐちゅ、と淫らな水音が立つ。まだ悦びの最中にある膣内が大きく蠢き出した。

　先端で花芽を弄られ甘く痺れていく。互いの感じる部分を擦り合わせているのだと思うと、どんどん濡れてしまうのだった。

「はっ……、沓子のここは、すごく熱いな」

　それから片桐は、乳房を吸いながら、ますます力を蓄え逞しくなった雄槍でぬるぬると秘裂を擦った。興奮によって冷静さを欠いているように見える片桐に、沓子は期待し身体を火照らせる。胸を揉まれ秘所を擦られていると、媚壁の痙攣がますます大きくなり、今にも達してしまいそうになるのだ。

「やっ……、また、おかしくなるっ……」

「いいぞ、おかしくなれ。そろそろ俺も我慢ならない。挿れるぞ」

　片桐は、雁首をゆっくりと埋める。あまりの圧迫感に息もできない。みし、と蜜口を広げられるたびに汗が吹き出した。

「あぁっ――！」

「……力を抜け」

　額に汗した片桐は、馴染ませるようにゆるゆると、先端で浅瀬を掻き回した。溜まった愛液が、ちゅぷ、といやらしい音を立てる。ねっとりと蜜が纏わりついた指で花芽を擦られ、沓子は心地よさにうっとりとしてしまった。

「はぁ、あ、んっ……！」

　それを見計らったかのように、肉槍はずぶずぶと膣内へ沈められる。微かな痛みに沓子は一瞬初体験を思い出し、思わず身体を固くした。

「大丈夫か？」

　沓子は無言でこくこくと頷いた。すると、ぐぐっと、蜜路を押し広げながらさらに奥まで片桐の熱が埋められる。ただでさえ感じやすくなっている沓子の蜜壺は、蠢いては震え、片桐を締め付けた。

「くっ……」

　片桐は眉を顰め苦しそうな表情になる。熱い息が顔にかかり沓子も上気した。

「どうだ、苦しくないか？　俺はすごくいいぞ。沓子の中は熱くて心地よくて、油断できないな」

　片桐に優しく頭を抱き込まれ、沓子から力が抜ける。その隙をつくように、さらに片桐は沓子の中に潜っていった。じっくりと段階を踏んで沈めていくのは、片桐の優しさなのだろう。気持ちよさと嬉しさで、繋がった部分から蜜が溢れ出た。

「沓子……可愛い。俺はずっと、君を知りたくてしょうがなかった。秘書に手を出すまいと決めていたのにだ。君への好奇心が何なのか、今日やっと分かった。いい加減な気持ちでこんなことをしているんじゃない。それだけは信じてくれ」

「ひゃ、ぁあんっ……！」

　ずん、と穿たれる雄杭を受け止め、沓子はまた震えた。ぶるぶると内壁を痙攣させながら、沓子は「社長……！」と必死で片桐に抱きついた。

「ふぅ……全部入ったぞ。それにしても、すごい締め付けだ」

　自分と同じように身体を火照らせる片桐に、沓子は切なくなる。しばらくの間、優しく髪を撫でたり沓子の背中をさすったりしていた片桐が、軽く腰をゆすった。

「そろそろ動いていいか？」

　ゆるりとはじまる抽挿は、沓子を快楽へと導きはじめる。雄槍は肉壁を抉り、蜜洞を掻き混ぜた。膣壁は突かれるたびに震えながら収縮する。

　――はぁ……、気持ちいい。

　片桐の動きに合わせ自然と沓子の腰も揺れた。もっと激しくされてもいい、もっと欲しいと、ねだるようだった。

「そうか、もっとか？」

　片桐は薄く笑うと、熱の楔を一旦限界まで引き抜き、ガツ、と沓子に打ち付ける。

「あぁァ、ンっ……！」

　肉槍は、悶える沓子を容赦なく何度も貫いた。その激しさに沓子は息を止める。ぽろ、と涙が溢れたが、決して悲しいわけじゃない。沓子は甘い吐息を漏らしながら、つま先をぴんと伸ばした。

「やぁ……っ」

　――お腹の中が、びくびくしてる……。

　悦び震える沓子を見下ろして、片桐は満足そうな笑みを浮かべた。ぐるぐると円を描くように腰を動かし、雄槍でいやらしく壁を擦る。片桐は、大きな快感と小さな快感を交互に与えた。まるで、容易く達することを禁じられたかのようだった。

　片桐によってぐちゃぐちゃにされ、掻き回されるうちに、沓子の理性は消し去られる。喘ぎ乱れることに、躊躇がなくなっていく。

「ここが、気持ちいいのか？」

「っ……やっ……あ、ンっ」

　媚壁を擦りながら、片桐は訊ねる。

「どうだ？」

「……は、はい。き、気持ちい……」

「君は素直で可愛いな。俺を締め付け、どんどん俺の形になっていく。ちゃんといいところも教えてくれる。とても優秀だ」

「ふ、あぁ……っ」

　弱いところを執拗に抉られて、媚肉がきゅうと啼いた。甘い痺れに全身が包まれていく。ぞくぞくして、気持ちいい。悦びだけで、あとは何も考えられない。

「もっとよくなれ」

「は、ぁあ、んっ……！」

　身体を二つに折られ、より深いところに楔を打ち込まれた。容赦なく肉壁を突かれ、官能が高まっていく。膨張した肉塊による抽挿も速度をあげるいっぽうだ。ぐちゅぐちゅと淫液が接合部で泡立っている。夢中になる沓子は、羞恥などとっくに忘れていた。

　刺激を与え続けられる身体はもう限界だった。快楽が溜まっていくような感覚に、思わず腹部に力を入れる。

「やっ……だ、だめっ……きちゃうっ……！」

　絶頂感に追い詰められていく。もう抗う術はない。視界がぐらっと歪み、コントロールできない大量の熱が、ぶわり、と身体から吹き出す。

「あっ……まっ……だめぇっ……あっ、あぁああっ──！」

　一段と激しく突き上げられ、沓子は嬌声をあげた。膣壁は痙攣してたっぷりと蜜を流しながら片桐にまとわりついて締め付ける。さっきの二度の絶頂とは比べ物にならないほどの快感に、沓子の涙はもう止まらなかった。

　息が上がる沓子の肩に、片桐はキスを落とした。しかし甘い余韻に浸る暇もなく、再び片桐の腰が動き出す。

「はぁ……んっ……」

「悪いが、もう少しつきあってくれ」

　まだ震える沓子を気遣ってか、優しい律動だった。蕩けきった膣内もそれに応えようとするかのごとく肉茎に絡みつく。さらに膨れ上がった昂りは、蜜洞を隙間なくぎちぎちに埋め尽くしていった。

「そろそろ俺も限界だ」

　捻りを加えた腰が打ち付けられる。まだ達し続ける沓子は、勢いよく揺さぶられ気が遠くなった。雄槍は媚壁を余すことなく擦りあげながら、激しく最奥に衝突する。蜜洞が精を搾り取ろうとして収斂した。

　とろとろに蕩けた蜜壺で、屹立は最大限に質量を増す。張り詰めた笠で肉壁を抉られ、沓子は喘いだ。

「やっ……き、もち···あ、はぁ···ンッ、あぁあっ……！」

「うっ……、沓子っ……！」

　沓子の膣内で片桐がびくびくと震え、どくん、と豪快に欲望を放った。薄いヴェールの向こうに吐き出された熱を感じ、なんとも言えない気持ちになる。吐精して息を荒げる片桐は、雄の色気に包まれていた。沓子は改めて、片桐という美しい男に抱かれたのだと実感する。

「ふぅっ、沓子……可愛いよ」

　優しいキスが繰り返され、抱き締められる。甘い感情に戸惑いながら、沓子は静かに片桐を受け止めた。身も心も、これまで味わったことのない幸福感に満たされていく。

　沓子は片桐の背中になんとか腕を回すが、もう瞼を開けてはいられなかった。






〈３〉偽りの花嫁








　――秘書が社長に抱かれるなんて……。

　混乱と羞恥の週末を過ごした沓子は、退職願を手に社長室の前に立った。しかし、何度も行ったり来たりを繰り返し、ノックすることができずにいる。

　――社長はどう思っただろう……。

　誘えば抱かせてくれる女だと判断しただろうか。そんな風に思われているのならたまらない。

　とはいえ、快楽に流されてしまったのは、沓子自身だ。仕事に影響が出ると分かっていたのに、抱かれたいと思ってしまった。この結果は目に見えていたのだ。それでも、シビアな現実を前に、やっぱり沓子に後悔はなかった。

　未だ、身体に残された片桐が付けた痕を見るたびに、あの夜を思い出して甘い疼きが沸き起こる。濃厚な夜は、沓子にひとときの夢を与えてくれた。この先、二度と身体も心も開くことがないのだとしたら、あの夜が最後で良かったと思う。

　しかし、仕事を失うという代償は大きい。

　片桐の秘書として過ごした一年間が脳裏に蘇る。片桐は能面顔で愛想のない沓子を、「正確で無駄がない」と評価し信頼してくれた。沓子自身も、秘書の仕事は自分の天職ではないかと思っていたくらいだ。

　本当ならば、簡単に辞めたくはない。

　――でも、けじめはつけるべきだ。

　一夜の過ちと割り切るには、あまりにも甘く淫靡な体験だった。まだありありと、片桐の感触を身体は覚えている。本人を前にしたら、もっと鮮明に思い出してしまうだろう。

　――こんな気持ちで、今まで通りに働けるわけがない。

　はぁ、と溜息を吐く。婚約者の役も沓子には荷が重すぎだ。あんな風に接されては、役を演じるどころか心まで奪われてしまうかもしれない。

「何をしているんだ？」

　背後から伸びた手がドアノブを握る。

「社長！」

　振り返ると直ぐ側に片桐の顔がある。

　このままキスされてしまいそうな距離に、驚いた沓子は逃れようとするが、ドアと片桐に挟まれ動けない。

「ちょうど良かった。早瀬に大事な話があるんだ」

「私も社長に……」

「気が合うな。中で話そう」

　耳元に甘く囁かれる。当然のように片桐は沓子の腰に手を添え、社長室のドアを開けた。

　――誰かに見られたら大変！

　沓子は慌てて周囲を見回した。誰も居ないことにホッとしながらも、しっかり気を引き締める。秘書らしく背筋を正して社長室に入った。

「難しい顔をして、今日はいつもの早瀬だな」

　二人きりになった途端、片桐がぐっと沓子を抱き寄せた。

「社長、やめてください」

　沓子は両手で片桐の胸を押し返す。

「何だ、それは？」

　沓子が手にする退職願に気付いた片桐が、訝しげな顔をする。すっと息を吸い、沓子は心を落ち着けた。

「退職願です。どうぞお収め下さい」

「退職願？　まさか秘書を辞める気なのか？」

「はい。私、先日は大変軽率な……」

「却下だ」

　片桐は、沓子の手から退職願を取り上げると、中身を見ずに破り捨てた。

「社長！」

「これから白河専務のお嬢さんがお見えになる。友人のパーティーで彼女とは一度顔を合わせたことがあってね。実は、専務である父上より彼女が僕にご執心なんだ。お見合い話を断ったの、納得できなかったんだろうな。婚約者の君と話をするために、これから我が社までやって来るそうだ」

　予想外の展開に驚くものの、沓子は淡々と返す。

「それとこれとは別問題です」

　しかし片桐は怯まない。

「これは君の問題でもある。婚約者なんだからな」

「婚約者というのは建前上の話ですから」

「寝ておいて、建前上だと？」

　沓子はドキリとする。流されてた部分もあるとはいえ、片桐に抱かれたのは沓子の意思だった。もはや言い逃れはできない。

　――私、社長と……。

　目の前にいる片桐が、あの夜自分にしてくれたことを反芻する。それだけで沓子の身体は甘く疼いた。

「白河建設との関係性は、我が社にとっても重要問題だ。早瀬なら分かるだろう？」

「私は、どうすれば……」

「俺と結婚すればいい」

　無駄が嫌いな片桐はきっぱりと言い切った。




　午後二時――時間通りだ。片桐と沓子が待ち受ける応接室に、白河美み緒おはあらわれた。

　二十一歳という年齢には、パステルカラーのワンピースがよく似合う。可愛らしい雰囲気に、グレーのスーツを着た沓子は、それだけで気後れした。

「蓮くん、どういうこと!?　なんで美緒と結婚してくれないの？」

　部屋に入るなり、美緒は可愛らしく頬を膨らませ、片桐の腕に絡みついた。ぱっちりと大きな瞳、ぷっくりとした唇、若々しくしなやかな体つき。まだ幼さはあるものの、女性としての魅力は十分だ。

　そのうえ、大企業の専務令嬢だ。片桐に見合った相手だと言えるだろう。

「美緒さんには私なんかより相応しい男性がいますよ」

　しかし片桐は、微笑みを浮かべ美緒の手からそっと逃れる。

「ここにいるのが私の婚約者であり、専属秘書の沓子です。沓子、専務のお嬢さんに挨拶して」

　片桐に促され沓子は一歩前に出る。

「早瀬沓子です。いつも社長がお世話になっております」

　本当は婚約者なんかじゃないけど……複雑な思いを抱えながら沓子は深々とお辞儀した。

「嘘……！　地味……ていうか、蓮くんには似合わないよ……」

　まだ学生だからかそれとも元々の性格か、美緒はまったく物怖じすることがない。

　――そんなにはっきり言わなくても……。

　沓子は軽くショックを受けながらも、顔には出さなかった。

　そして片桐は、そんな美緒の失礼な発言にも余裕の表情を浮かべていた。

「地味？　そうでしょうか？　だとしたら、私は華やかな薔薇より、可憐な野の花が好きなんでしょう。沓子は僕が理想とする女性です」

「なっ……！」

「社長……！」

　片桐の切り返しに美緒は真っ赤になって戦慄いている。もちろん沓子も微かに頬を染めた。

「わ、わかりました。父にもそのように伝えておきますっ！」

　悔しそうに美緒は唇を噛んだ。

「はい。白河専務にもぜひ披露宴に出席いただきたいと願っております」

「……失礼します！」

　ソファに座ることもなく、美緒は部屋を飛び出した。追いかけようとする沓子の腕を片桐が捕まえる。

「放っておけ」

「白河専務のお嬢さんですよ？」

「心配ない。運転手が下で待っている」

　片桐は億劫そうに頭を掻いた。片桐の性格を思えば、美緒を受け入れられないのはよく分かる。相手の女性が若くて魅力的であろうと、片桐個人の価値は別のところにあるからだ。

　今の片桐にとって一番大事なものは、おそらく会社や仕事だ。たとえ結婚したとしても、美緒の相手をできるような余裕はないだろう。それは美緒にとっても幸福とは言えない。片桐が、互いにとって利益のない結婚を選ぶとは思えなかった。

　仕事でもプライベートでも、曖昧な態度を取らないのが、片桐なりの誠実さなのだろう。

　――でも、結婚って、理屈や利益じゃないとは思うけど……。

　しかし、沓子こそ、恋愛や結婚については専門外だ。

「何事もなければいいですが……」

　沓子は不安げにつぶやく。人間関係は、仕事のように感情抜きで割り切れるものではない。そのくらいは、沓子にも分かっていた。

「そのためにも早瀬には、俺と結婚してもらうしかないな」

「えっ？」

「まさか、あれは冗談でした、なんて言えないだろう？　白河専務を披露宴に招待するしかない」

「嘘だと知られたほうが大変なことになります」

「真実にすればいい。俺にはその覚悟がある。あとは君の気持ち次第だ」

　――真実に……？

　沓子は驚いて目を丸くする。

「なんだ、その顔は？　まいったな、まだ時間がかかるということか。まあ、いいだろう。俺には君が必要だし、手放すつもりはない。だから、俺と結婚しろ」

「こ、困ります」

「どうして？　俺が嫌いか？」

「そうじゃ、ありません」

　沓子はひたすら困惑した。交渉で片桐に勝てるとは思えない。

「私は、秘書ですから……秘書とそういった関係にならないよう気をつけていたのは、社長じゃないですか」

「君は特別だよ。ただの秘書ではない。君には仕事だけでなく、もっと精神的な部分で支えられていると気付いた。いつも社長室は明るく清潔に保たれていた。毎朝早くから出勤し、清掃の入った室内をさらにチェックし整えてくれていたのは、他でもない君だ。季節の花が飾られ、部屋の空調まで完璧だ。それに俺の疲労が溜まってくると、うまくスケジュールを調整し休息を取らせてくれた」

　沓子の仕事ぶりを片桐はしっかり把握していた。その事実を知り、嬉しくて胸が熱くなる。

「それは……秘書の仕事ですから」

「君が仕事だと割り切っていたとしても、俺にとっては特別だ。君は俺のスペックなんかに興味がないだろうから、どう判断するかは分からない。しかし、あえて訊ねる。俺は、君に相応しいか？　俺が、君の結婚相手として相応しくないというのなら、潔く身を引こう。しかし、納得できるだけの根拠を提示してもらわなければならない」

「そんなっ……」

「俺は君が欲しいと言っている。君にとって、俺は必要のない人間か？」

「ま、まさか。社長が必要のない人間のわけありません！」

　沓子の返事を聞いて、片桐は満足げな笑みを浮かべた。

「だったら、問題ないな。後のことは心配するな。俺を信じろ」

　片桐の、傲慢だが自信に満ちた言葉は、沓子の心を揺らした。しかし、どう答えればいいのか分からない。

「余計なことは考えるな。頭でなく、感情で答えを出せ。君はもっと不真面目になってもいいくらいだ」

　片桐は、もどかしそうに沓子を胸にかき抱くと、強引に口付ける。

「だ……」

　――だめ……。

　沓子が口を開きかけたところで、当然のように舌を差し込まれてしまう。あの夜と同じような情熱的なキスに、またたく間に身も心も蕩けてしまうのだ。オフィスで抱き合うなど、真面目な沓子にとってありえないことだった。しかし片桐は、あえて悪いことを沓子に教えようとする。

　――こんなところで、だめ……、なのに。

　口内を丁寧に舐られ、力がどんどん抜けていく。片桐の腕が崩れ落ちそうな沓子の身体をさらに強く抱いた。やっと離された唇からは糸が伸び、離れがたい二人を繋いでいる。そっと片桐の指が沓子の口を拭った。

「俺の人生には沓子が必要だ」

　ふざけているとは思えない真摯な声だ。沓子はただ、眼の前の片桐を見つめ返すけで精一杯になる。それでも予感はあった。きっとこの甘い誘惑に抗うことはできないだろうと。
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　玄関ホールのニッチには、結婚式の写真が飾られていた。フォトフレームは、アンティークの額縁のようなデザイン。そこに収まるのは、幸せそうな美男美女――。

　ウェディングドレスと白いタキシードは、眩いばかりだ。

「慌ただしくてすまないが、先に出るよ。君は、いつも通り出社してくれ」

「わかりました。本日午後四時に、村むら本もと不動産の村本社長が来訪予定です」

「そうだったな」

　玄関先で、沓子は片桐からシューホーンを受け取る。新婚カップルにしては、会話に甘さがない。

「ああ、それから、新婚旅行はプロジェクトが落ち着いた頃にしよう」

「えっ」

「じゃあ、行ってくる」

　片桐は軽く手を挙げ、玄関ドアから出て行った。

「い、いってらっしゃいませ……」

　これまで通り社長秘書のつもりで対応していた沓子は、はっと我に返る。

　――私、もう社長の奥さんなんだ……。

　一年間一緒に仕事をしてきて何もなかったというのに、うっかり身体を重ねて三ヶ月後には結婚してしまった。

　――会社のための偽装結婚だけど。

　しかも、沓子が片桐に抱かれたのは一度きりだ。そのたった一度が、人生を変えてしまった。片桐の情熱に負け、仮の婚約者を演じるところからはじまり、周囲を納得させるための結婚まで、ジェットコースターのようだった。

　都内の一流ホテルで結婚披露宴を行ったのが一昨日、片桐所有のタワーマンション最上階に引っ越してきたのが昨日だ。

　疲れて爆睡してしまった沓子は、すっかり初夜のことも忘れていた。

　――まさか、こんなことになるなんて。

　一生独身だと思っていたお堅い娘が玉の輿、沓子の両親は大喜びだった。片桐の両親においては、早く孫の顔が見たいと沓子を非常に可愛がってくれている。

　一般的にも、これほど恵まれた結婚はなかなかないだろう。それだけに沓子の胸は痛んだ。全て自分の軽率な行動が招いた結果だ。せめて丸く収まるように努めなければならない。

「それにしても……」

　沓子は広々とした玄関を見回す。大理石の床、天井まで届くシューズクローク、巨大な鏡と、目に入るもの全てにセレブ感が満ち溢れていた。ただでさえ、三百平米の４ＬＤＫに二人暮らしという贅沢すぎる環境だ。

「社長にしては無駄が多い。掃除が大変だ」

　時計を確認し、「もうこんな時間」と沓子は慌てる。昨日は荷物を解くのに精一杯で、家事らしい家事はできなかった。

　――出社する前にひと仕事しますか。

　髪を縛りエプロンを着けた沓子は、早速モップを手にして床を磨く。沓子は、秘書の仕事はもちろん、片桐の妻としても完璧でなければならないと思っていた。




　午後二時五十分、沓子の姿は片桐建設本社の二十二階、役員フロアにあった。

「村本社長、お待ちしておりました」

　エレベーターを下りてきた男性へと、沓子は上体を三十度まで倒してお辞儀する。

　村本不動産代表取締役社長の村本は、五十代にしては肌艶が良く、雰囲気ある大人の男性だった。細身のスーツを着こなす姿はとても洗練されている。

「はじめまして。君が噂の……？」

「社長秘書の早瀬沓子です」

　沓子は早瀬と名乗った。

　社内では旧姓で仕事を続けていく予定だったからだ。秘書の仕事をこなす沓子は、通常通り落ち着いた態度だった。

「片桐社長はいい趣味をしてるな」

　村本が一瞬、冷たく薄笑いを浮かべた。沓子の中に小さな警戒心が生まれる。

「結婚おめでとう」

　しかしすぐさま、村本は親しげな笑顔に戻り、沓子にお祝いの言葉を贈る。

「……ありがとうございます。応接室へご案内いたします」

　はっきりとした理由はないが、村本は危険だ、と沓子は直感した。それでも片桐が戻れば何の問題もないと思っていたのだ。

　しかしそれは、沓子にしては見通しが甘かった。家庭と仕事を両立しようとはりきりすぎて、余裕をなくしていたせいだろう。

　沓子は村本を応接室に通しお茶を出すと、少しの間、雑談の相手をした。時計はもうすぐ午後四時になる。

「遅いな……」

　村本が苛々と足を組み替える。

　――社長、どうしたのかしら……。

　片桐に連絡しようにもスマホも繋がらない。

「あ……っ！」

　沓子は今朝片桐に、四時、と時間を告げたのを思い出す。本当の約束の時間は三時である。

　――これじゃ、妻どころか秘書としても失格だ……。

　浮かれて、普段なら絶対にしないミスをしたことで、さすがの沓子も顔に焦りの色を浮かべた。

「早瀬さん、隣に座ってくれないか。もっと話をしよう」

　応接室の入り口に立つ沓子を村本が手招きした。

「いえ、私はただの秘書ですから」

「でしたら、そろそろ失礼するとしますか。雑談もできないんじゃ、僕も退屈だからね」

　村本が席を立つ素振りをする。

「村本社長、大変申し訳ありません。片桐が遅れているのは、おそらく私が時間を間違えて伝えたせいです。重ねてお詫び申し上げます。恐れ入りますが、もうしばらくお待ち下さい」

　沓子は深々と頭を下げたあと、村本の隣に腰を下ろした。時間を間違えて伝えたのは沓子のミスだ。なんとか挽回しなければならない。

「ということは、君が僕を接待する理由ができたな。それにしても、綺麗な肌だね」

　いきなり、村本は沓子の手に撫でるように触れてきた。村本の左手の薬指には指輪がはめられており、既婚者だと分かる。生真面目な沓子の頭に血が上った。

「村本社長、御冗談はおやめください！」

「あまり騒ぐべきじゃない。片桐社長の秘書は魔性の女だって、業界では評判だよ。こんなところを誰かに見られたら、立場的にまずいのは君のほうじゃないか？」

「魔性の女？」

「あの片桐社長を落とした秘書だ。強かな女に違いないってね」

　――強かな女？　ここで騒いだら、私が村本社長を誘惑したことにするつもり？

　馬鹿馬鹿しいと呆れながらも、大事にするのは得策でないと冷静に分析する。怒らせて帰られてしまえば、それこそ村本の思う壺だ。

　沓子は、片桐ならこの状況を把握し、すぐに解決できると判断した。こうなったらなんとか時間稼ぎをするしかない。

「なぁ、どうやって片桐社長を落としたんだい？　大人しそうな外見だが、見かけによらずということか」

　村本にいやらしく手のひらを撫で回され、全身の毛が逆立った。

「仰る意味が……」

　逃れようとすれば、手首を掴まれ無理やり引っ張られる。沓子が前のめりになったところで、村本に抱きかかえられた。片桐に触れられたときとは全く違う。よく知らない男に身体を触られ、嫌悪感しか持てなかった。

「は、離して！」

「僕にも同じようにしてくれよ。そういう女は嫌いじゃないんだ」

　卑猥な笑みを浮かべた村本は、やすやすと片腕で沓子の自由を奪う。

「ゆっくり二人で会おうか？　ここに連絡して」

　名刺を無理やり沓子に握らせた。

「村本社長、困ります」

　腰のあたりを彷徨っていた村本の手が、スカートの裾を捲ろうとする。沓子が手を払おうとすると、さらに身体を寄せてきた。ますます状況は厳しくなる。

「君は面白い反応をするな。もっと困らせたくなる」

　村本は強引に顔を近づけ、沓子へキスをしようとした。沓子は寸前のところでかわすが、それでもしつこく唇を押し付けようとしてくる。

「逃げるなよ」

　楽しみながら沓子に迫る村本は、不気味としかいいようがなかった。言動に対する不快感で気分が悪くなる。これまで、仕事でセクハラまがいの扱いを受けたことなど、たったの一度もなかった。いつも沓子の隣には片桐がいたからだ。守られていたのだと思い知る。

　――……怖い。

　にやりとした村本の表情に、身体が強張る。沓子の恐れが、現実になろうとしていた。

「や、やめ……！」

　沓子が村本の顎を押し返したところで、応接室の扉がノックもされずに開いた。

「沓子！」

　血相を変えた片桐が飛び込んでくる。

　――……社長！

　まさに襲われているところだというのに、沓子は声をあげることもできない。ただ安堵で胸がいっぱいになるのだった。それだけ片桐に全幅の信頼を寄せていた。

「何をしている！　俺の秘書で、大事な妻だぞ」

　村本から沓子を奪い返すと、片桐は怒りをあらわに村本を睨みつけた。

「遅かったですね、片桐社長。ほんの冗談ですよ、落ち着いて下さい」

　にやにやしながら村本はスーツを整える。このような状況下でも平然としているところを見ると、常習犯なのかもしれない。

「ふざけるな。立場を利用して、弱い者に、嫌がる女性に、一体何をした？　場合によっては法的に訴えるぞ！」

　片桐の怒声を受け、村本は怯んだ。まさか年の若い片桐から、譴責されるとは思わなかったのだろう。しかし、そこはずる賢い村本だ。すかさず話をすり替えようとする。

「まあまあ。とりあえず、仕事の話をしましょうよ」

「仕事相手として、相応しいとは思えない。俺の言っていることが理解できないようなら、なおさら話にならないな」

　心胆を寒からしめる厳しい口調に、村本は押し黙るしかなくなる。片桐のほうが、一枚上手ということだ。

「そうそう、今日はご祝儀もお渡ししたくて……」

　へらへらとする村本を、片桐は「そんなものいらん！」と一喝する。

「さっさと帰ってくれ。二度と妻にも我が社にも近づかないでもらおう。反論があれば、弁護士を通せ」

　片桐の立派な姿に、沓子は彼の秘書であることを誇りに思う。自分にとって、これほど頼りになる人間が他にいるだろうか。常に泰然とした片桐の、沓子の為に感情的になる様子に胸が熱くなった。

　片桐に圧倒されてしまった村本は、胸ポケットに祝儀袋をしまいながら悔しそうに舌打ちした。

「若造がっ」

　捨て台詞を吐いて村本は部屋を出て行くが、どうにもみっともない後ろ姿だった。

　片桐と二人になった社長室で、沓子は戸惑っていた。片桐に対する感謝と、特別な感情がごちゃまぜになり、うまく言葉が紡げなくなったせいだ。

　高鳴る鼓動を感じながら、冷静さと情熱を持ち合わせた麗しい男に沓子は見惚れる。

「心配するな。君のことは俺が守る」

　黙り込む沓子を、片桐はただ強く抱き締めるのだった。







〈４〉渇望する夜








　片桐がマンションに戻ったのは、午後十一時をまわった頃だ。

「まだ起きてたのか」

　玄関で出迎える沓子に向かって片桐は言った。シャワーは浴びたものの、パジャマではなく洋服を着て、沓子は帰りの遅い片桐を待っていた。

　片桐のことが気がかりで寝るに寝られずにいたが、それを口にするのも躊躇われる。余計な心配はもうかけたくない。

「お水、入れましょうか？」

「いらない。飲んではいないから。仕事をしていただけだ」

　片桐はネクタイを緩めながらリビングへと向かう。沓子の気がかりは村本の件だ。あの後、仕事で忙しい片桐とは話し合うどころではなかった。

「あの……村本社長ですが」

　背中に語りかけると、ちらりと片桐は沓子を振り返った。

「ソファで話そう」

　五十平米はあろうかというリビングダイニング。一面ガラス張りの窓からは、美しい東京の夜景が見えた。高層階なので覗かれることもないだろうと、ブラインドさえない。

　海外高級ブランドのクラシカルでゆったりとしたソファは、サイズ感としてはシングルベッドに匹敵するだろう。そこへ二人は隣同士に腰掛けた。

「申し訳ありません。私が社長に間違った時刻をお伝えしたせいで」

「いや、スケジュールは確認していたから時間は分かっていた。ただ会合が長引いていて、電話にも出られずこちらこそ悪かった」

「いいえ。私こそお役に立てず……」

　不意に、沓子の手に村本が触れてきた感触が蘇る。沓子は、記憶を消し去ろうとするかのように軽く頭を振った。

「村本社長は、女癖が悪くて有名なんだ。君一人に対応させた俺が悪かった。何かされなかったか？」

「いいえ、大したことでは。社長が気にかけるほどのことじゃありません」

　仕事のことで煩わせたくないと、片桐を気遣って沓子はそう答えたのだ。

「大したことないか……」

　ところが、優等生な沓子の返事は、片桐を苛立たせてしまったようだ。片桐は不機嫌そうに眉を顰める。

「俺は、そんな風に思えないな」

「社長？」

「俺以外の男が、君の身体に触れたことが許せない」

　片桐は、村本がしたように沓子を強引に抱き寄せた。ぎらついたような瞳に、沓子は困惑する。それが嫉妬の炎であるとは思いもしない。ただ、村本とのときとはまったく違う、甘い感情が溢れる。

「どうし……んっ」

　身勝手で余裕のない口づけをされる。しかし、沓子は片桐から逃れようとはしなかった。無理矢理に咥内を掻き回されようと、むしろ悦びは溢れ、思わず必死に自分からも舌を絡めていく。

　――社長、どうして？

　冷静な片桐が、荒々しく自分をかき抱くのに沓子は動揺した。とはいえ、もとはといえば、ミスをしてしまった自分自身のせいだ。

　片桐の様子がいつもと違うのに気付きながらも、情熱的なキスに翻弄される。吐息の合間に、ぴちゃと水音が漏れ劣情が誘われた。緩んだ唇から唾液が滴る。もっと欲しいと、沓子はねだるように粘膜を擦りつけた。片桐は沓子の唇を貪りながら、服の中へと欲情に塗れた手を滑らせた。

　――社長の好きにして……。

　目を閉じると、あっという間にブラのホックが外される。片桐は膨らみをぐにゃぐにゃと揉みしだき、先端を擦った。

「はぁ、んっ……つ」

　身体がじんじんとし、肌は粟立つ。唐突にやってきた甘い予感に、沓子は期待せずにいられなくなる。

　――三ヶ月ぶり……。

　片桐に求められるのはあの夜以来だ、と沓子は思う。

　仕事や結婚式の準備に忙殺されていたせいもあり、深く考えないようにしていたが、片桐はもう自分に触れないのだろうかと寂しくもあった。沓子は心のどこかで、こんな風に激しく求められるのを待っていたのかもしれない。

　片桐に触れられ熱を帯びる肌は、もっと触れてほしいと誘うようだった。切なくてもどかしくて、腰が揺らめく。片桐が欲しくて、沓子の感情は剥き出しになっていった。

　ソファに倒されトップスを押し上げられる。あらわになった乳房へと、片桐は獣のように食らいついた。

「ひゃ、ぁ……っ」

　熱い舌で先端を舐られ、沓子の腰が浮いた。あっという間に、乳房は唾液でどろどろにされてしまった。片桐の口が離れると、濡れた先端が空気に触れ、それだけで刺激になる。

「いやらしいな、こんなに硬くして。俺にこうされるのを期待してたのか？」

　乳首をきゅっと摘まれ、沓子は身を捩る。ぴんと勃ち上がった先端を、恥ずかしいと思えば思うほどに、下腹部はじわりと熱くなってしまうのだ。

　再び乳輪ごと片桐に咥えられる。強く吸われ舌で転がされるたびに、敏感な先端からびりびりとした刺激が全身に広がった。悶える沓子を味わうように、片桐は乳房を舐った。

　突如、先端に、かり、と歯を立てられて沓子は痺れるような刺激に叫んだ。

「や、ぁっ……！」

　遂にどろっと蜜孔から愛液がこぼれてしまう。ショーツでは受け止めきれずに、付け根までも湿らせた。

「どうした？　やめてほしいのか？」

　膨らみから顔をあげた片桐が、意地悪な問いかけをする。沓子に、恥ずかしいという自覚はもちろんあった。

「や、やめないで、ください」

　それでも、沓子の全身は、片桐に触れてほしくて桃色に染まっていく。片桐の唇や舌の感触を欲して、心も身体も艶めいていった。

「どうしてほしい？」

「もっと……触れて」

「触れるだけでいいのか？」

　片桐は沓子を困らせようとしているかのようだ。焦れた身体を持て余した沓子は、それが分かっていて言わずにいられなくなるのだ。

「あ、頭が、めちゃくちゃに、なるくらい……抱いて……ください」

　理性をかなぐり捨てたあの夜のように、もう一度激しく抱かれたいと沓子は心から願う。片桐は束の間、ぽかんと戸惑いの色を見せたが、すぐにいつもの凛とした表情に戻った。

「めちゃくちゃ、か……よし、分かった。だけど、怖くなったらすぐに言ってくれ」

　片桐は、しゅる、とネクタイを解く。

「俺はこれから、君の手を縛って自由を奪う。沓子は感じやすいから、覚悟しておけ」

　――縛られる……？

　予想外の展開に混乱しているうちに、トップスとブラを抜き取られ上半身だけ裸にされる。沓子は慌てて胸元を手で隠そうとするが、片桐に手首を掴まれた。

「胸の前で手を合わせろ」

　――社長が一度言い出したら、覆ることはない。

　きっかけを作ったのは自分だと諦め、そしてどこかで期待しながら、片桐の言うように手を合わせるのだ。従順な沓子の様子に恍惚とした表情を浮かべ、片桐は沓子の手首をネクタイで縛った。

「どうだ？　痛くないか？」

「は、はい……」

　両手の自由を奪われただけで、心臓はありえないほど激しく脈打っている。経験したことのない扇情的なプレイ。怖いと思いつつ、それでも沓子は片桐を欲していた。

「大丈夫だ。俺に任せろ」

　手首を持ち上げられ、ふるっと乳房が揺れた。瞳に欲望を宿した片桐は、両乳首へ順番にキスを落とすと、沓子の身体を裏返した。

「きゃ……！」

　細い腰を掴まれ持ち上げられる。スカートは捲られ臀部にもキスをされた。沓子は手を縛られた状態で、四つん這いにされてしまった。

　――これから何をされるの……？

「丸見えだぞ、沓子。まだ弄ってもないのに、こんなに溢れさせて可愛いな」

　片桐はショーツをずらし、秘裂を押し広げ蜜口へと顔を近づける。

「あぁ、んっ……！」

　熱を持った舌に、ぬるりと裂け目を舐めあげられ、さらに蜜液を啜られる。恥ずかしい格好をさせられたうえに秘所を暴かれて、沓子は身悶えするのだ。

「だ、だめ……そんなこと……あ、あぁ、っ」

　手を縛られていては抵抗もできず、ただ身体を支えるだけで精一杯だ。秘裂を何度も往復する舌に感じて、たまらずに嬌声が漏れる。蕩けてびくびくと痙攣する沓子を見て、片桐は「邪魔だな」と急いているかのようにショーツまで剥ぎ取った。

「やっ……だめぇ……」

　リビングのソファでたわわな胸を垂らし、スカートを捲られ四つん這いになったはしたない沓子の姿は、ガラス窓にはっきりと映し出されていた。臀部には、片桐が顔を埋めている。これほど恥ずかしいことはない。

　片桐の舌でぐしょぐしょにされた秘部は、とめどなく蜜を垂らして太腿を湿らせていた。やがて沓子の淫液が、ソファへぽたりと落ちる。

「しゃ、社長……、よ、汚れるっ……」

「汚したらまた買えばいい。次は、沓子の好きなソファにしよう」

　さらに腰をぐいと持ち上げられる。狙いを定めたかのように、片桐の舌が花芽を舐め上げた。舌先で捏ねられ押し込まれ、快感に泣きそうになる。さらに片桐はぬめった舌を蜜壺へ押し込むと、顔の角度を変えながらすべての壁を舐め尽くそうとした。

「や……、ぁあ、っ……」

　――変になるっ……！

　唇が淫芽の包皮を剥き、舌は粒に刺激を与え、否応なしに絶頂へ連れていこうとする。思考は頼りなく、ただ片桐に抱かれるだけで何も考えられない。全身が熱に包まれ、今にも何かが噴き出しそうだ。

「はぁ――あっ……、そこ、らめぇ……っ！」

　すでに沓子の呂律は回らない。ちゅう、と無防備になった花芽が強く吸われた。得も言われぬ快楽が、痺れとなって身体中を駆け巡る。こらえきれずに沓子の腰はびくびくと跳ねた。

「――っぁあ…！ ぁあああっ！」

　蜜洞が激しく痙攣し、淫蜜がぶわりと噴きこぼれる。強すぎる刺激に身体は弛緩し、ソファへぐったりと沈む。呼吸を乱しながら、沓子はゆっくりと片桐を振り返った。

「どうだ、良かったか？」

　片桐は、沓子へ覆いかぶさり耳元で囁く。

「す……すごく……気持ち良かった……です」

　沓子の答えに満足げに微笑むと、片桐は身体を起こしてワイシャツを脱ぎはじめた。

「君は本当に、素直で可愛いな。今度は俺のでイかせてやるからな」

　カチャ、とベルトが外されジッパーが下ろされる。片桐は情欲に染まった顔つきで、血管を浮き上がらせ滾る陰茎に避妊具を被せた。そして、横たわる沓子の腰に手を添え再び持ち上げると、先端を蜜口へ当てた。

「はぁ、ぁ、んっ……」

　片桐の屹立が僅かに媚肉をかき分ける。先端だけで圧倒的な重量を感じ、思わず腰が逃げそうになった。しかし片桐は沓子を捕らえて逃さない。じわじわと、蜜液を溢れさせながら雄棒が押し込まれた。小刻みに震え、濡れそぼった蜜壺は、ずるりと何の抵抗もなく三ヶ月ぶりの侵入を許してしまう。

「あ、ぁ……んっ」

　蠢く膣内は歓喜しながら熱の塊に纏わりつく。悦楽に翻弄され、沓子はひたすら喘ぐしかできない。はぁ、と片桐は熱い息を吐いた。

「締め付けがキツいな。そんなに嬉しいか」

　薄っすらと笑みを浮かべた片桐は、腰をゆるゆると回す。雄槍に肉壁を擦られることで、片桐に抱かれていることをより実感できて、沓子は幸福感に満たされていった。膣内で存在感を増す熱棒に、片桐の興奮を感じ嬉しくなる。この行為が愛情から成立しているのではないと知っている。それでも今は、熱に浮かされていたいと思うのだ。

「大人しくなったが、どうした？　物足りないのか？」

　一人で快楽に浸ることを禁じるように、硬い楔はごつごつと最奥を突き上げた。果てしない快感に媚壁が戦慄き、沓子は淫らに喘ぐ。

「やっ、激しっ……そ、んなっ……ぁああっ……」

　――お、奥に当たって……。

　繰り返し奥深い所へと到達する昂りを、既に達して敏感になった淫洞が震えながら受け止める。片桐に支配されるのを悦ぶように腰が揺れた。柔壁が肉笠に抉られ、いっそう快感を高めていく。

「あぁあ……んっ！」

「分かるか？　ここが君のいいところだ」

　弱いところを擦られ続け、沓子は涙を浮かべた。激しく穿たれながら、乳房を鷲掴みにされる。どこもかしこも性感帯になったようだ。気を失いそうなほどの悦楽に襲われ沓子は涙声になる。

「あ、あっ……、わ、私、もう……」

　片桐に抱かれる悦びを知った沓子は、たとえ愛がなくとも、いつまでもそばにいたいと思った。偽りの婚姻関係であったとしてもかまわない。そして、今はそんなことを忘れるくらいに激しく貫いてほしいと願った。

　肌と肌がぶつかる乾いた音、接合部分からは艶めかしい水音。リビングには荒い息遣いと淫らな音が響いていた。もう我慢の限界だと、沓子は涙を流して片桐を振り返る。

「沓子の中は俺でいっぱいだ。君はもう俺だけのものだ。一緒にイくぞ」

　片桐に埋め尽くされ熱でどろどろに溶けた淫洞は、肉茎に摩擦されさらに温度を上げる。押し上げられる快感は、もう止めようがない。切ない沓子の思いと同じように、蜜壺が収縮し片桐を締め付けた。一段と雄茎は膨張し、媚壁を激しく抉りながら奥処を穿つ。

「あっ……イっちゃっ……、ぁああっ――！」

「沓子っ――！」

　沓子のうなじに顔を埋め、片桐は小さく呻きながら腰を押し付ける。絶頂が続く膣内は、脈打つ熱を感じ歓喜して、片桐の精を絞り取ろうとしていた。剥き出しの部分を擦り合ううちに、本能だけになってしまったようだ。ただ夢中になって腰を振り、快楽に溺れてしまった。

　やがて、絶頂を迎え冷静になった雄棒が引き抜かれた。リビングには、男女の交わりによって作られた、卑猥な空気が立ち込める。沓子はただ呆然としながら、とめどなく膣内から滴る愛液を感じていた。

「痛くはなかったか？」

　片桐は、浅い息を繰り返す沓子の身体を抱きあげソファへ座らせた。ぼんやりとする沓子の手首から、するりとネクタイが解かれる。

「……は、はい。き……気持ち……、良かった、です」

「沓子の心と身体は素直だな。表情は硬いけど」

　微笑みながら片桐は沓子を抱き寄せた。逞しい胸板に直に顔を埋めていると心が落ち着く。ふと視線を下ろせば、スラックスが太腿まで下げられ、あらわになった片桐の股間が目に入った。

「……えっ、ま、まだ!?」

　精を吐き出したとは思えないほど、昂ぶり反り返る雄茎に驚き目を見開く。

「また、触ってみたいか？」

　片桐がニヤリと挑戦的な表情になる。沓子は確かめるように、自ら片桐に手を伸ばした。欲望の圧倒的な存在感に息を呑む。

　――すごい……あのときより、太くて熱い……。

　自分の中に入っていたものだとはとても信じられない。しかし鋭く獰猛な肉槍は、間違いなく沓子を幾度も穿ち絶頂へと導いたのだ。そしてそれは、尊敬し信頼する片桐の一部だった。抱いてほしいと自ら願った相手が、手の中で脈打っている。そう思うと、不思議と愛しさが溢れた。

　――どうすればいいのか、よく分からないけれど。

　浅い知識しかないが、心を込めて手を動かし、先端を撫であげてみた。

「……くっ」

　片桐から苦しそうな呻き声が漏れる。自分の手のひらで感じてくれているのだと思うと嬉しくてたまらなくなる。もっと悦んでもらうにはどうすればいいのだろう。そこで沓子は、ハッと思いついた。

「あっ、あの、口でしてもいいですか？　したことはないんですが……」

「沓子こそいいのか？　俺は嬉しいが……いや、しかし……」

　片桐は沓子の申し出に戸惑っているようだった。

「私が……したいんです……」

　沓子はほんのり頬を染めると、床へ下りて片桐の下腹部へと顔を寄せた。間近で見る陰茎は猛々しく淫靡であり、黒々として慄くほど太かった。迷いながらも、まず根本を掴み、唇を触れさせる。

　ぴく、と片桐が反応した。上目遣いで片桐を見ると、熱い眼差しを返される。甘い期待を受けて鼓動が速まった。沓子の思考は、片桐をもっと悦ばせることだけで占められていく。遠慮がちに、じわり、と熱の楔を口へ含んだ。

「ん、んっ……」

　先端を口に含んだだけでかなりの圧迫感があり、思わず声が漏れてしまった。さらに奥まで迎え入れようとするが、あっという間に沓子の口の中は、脈動する肉塊でいっぱいになる。

　――苦しい……ここからどうすればいいの？

　沓子は助けを求めるように、片桐を見上げた。額にしっとり汗を滲ませた片桐の表情には、雄の色気が浮かぶ。

「ふっ……可愛いな。舌を使って。それから、頭を上下に動かすんだ」

　沓子は裏筋に舌を這わせながら、ゆっくりと懸命に頭を動かした。はじめたのはいいが、息苦しくて早く終わらせたいと思ってしまう。微かに苦味の混ざった唾液に、思わず眉を顰めた。頭を上下するだけで、意識せずとも卑猥な音が立つ。溢れた唾液が唇の端から滴り落ちた。

「……う、ふぅ、っ」

　ますます雄茎は口の中で漲っていく。沓子は先端に吸い付き、笠の段差を舌先でなぞった。片桐の熱い吐息が聞こえるたびに、子宮が疼いてしまう。さらに舌を使い、根本から先端までを舐め上げた。気付けば、行為に没頭している自分がいた。ただ片桐が少しでも気持ちよくなってくれるようにと、拙いながらも口淫を続ける。

「はぁっ……沓子、もういい」

　片桐は沓子の頭を撫でると、剛直を口から引き抜いた。

　――やっぱり下手だった？

　沓子は不安になって片桐を見返した。すると、魅惑的な笑みを浮かべて、片桐は言った。

「そろそろ沓子も欲しいだろう？　ありがとう。よく頑張ったな。俺にもお返しさせてくれ」

　優しく抱き締められ、沓子は嬉しくなる。しかし、うっとりする暇もない。

　片桐の手は沓子の背中をするりと滑り、お尻から割れ目に触れてきた。

「……あ、んっ……」

「たっぷり濡れてるな。沓子も感じていたのか」

　恥ずかしくなった沓子はきゅっと目を瞑り、淫らな指から逃れようとする。しかし片桐は軽々と沓子の身体を持ち上げ、ソファへ寝かせてしまった。これでもかと開脚させ、恥部を暴く。戸惑う沓子の柔毛を優しく撫で、淫芽を探り出し、それを指で挟んで扱いた。

「あぁあっ……！」

　刺激に耐えられず、一際甲高い艶声をあげる。収まりかけた震えが再び呼び覚まされ、混乱した沓子はいやいやと首を振った。膨らんだ花芯に蜜を擦り込まれ、蜜孔に指を抜き差しされれば、またたく間に蜜が溢れ出す。震える蜜壺に避妊具を付けた雄槍が、ぐりぐりと擦りつけられた。心地よさに気を抜いた瞬間、ぐちゅと、先端が潜る。

「何度でも抱いてやる。めちゃくちゃになれ」

「やっ、待っ……ああぁっ……ん！」

　ガツ、と激しく腰を打ち付けられ、沓子は反り返った。ぎりぎりまで腰を引き、再び激しく打ち込む。何度も繰り返し穿たれ蕩けた膣壁は、肉茎を咥え込みびくびくと痙攣した。

「まずいな、これじゃ簡単に持っていかれそうだ」

　腰の動きを止めた片桐は、沓子に覆い被さり深く口づけた。再び、深夜のリビングは、絡み合う舌と混ざり合う唾液による、淫らな水音だけになる。片桐は自身で蜜口を何度か掻き混ぜると、繋がったままソファに仰向けになった。上下が逆になった男女の姿が、夜景をバックにした窓ガラスに映し出される。

「いい眺めだな。沓子が乱れるところを、もっとよく見せてくれ」

　沓子は片桐に跨った状態で、こつこつ、と下から突き上げられていた。ふるふると揺れる乳房へと、欲望を孕んだ手が伸びる。片桐は、沓子を突きながら胸を揉みしだいた。寄せては返す快楽の波に耐える沓子の瞳は、たっぷりの涙で潤んでいる。

「だ、だめ……やっ……また、きちゃう……っ……」

「次は沓子の番だ。自分で動くんだ。ほら、腰を使え」

　半身を起こした片桐は、沓子の腰を前後左右にと揺らした。もどかしく収縮する蜜洞を、どうにか鎮めたい。沓子は片桐にしがみつき腰を浮かせるのだ。

「……んっ」

　雄棒を擦りながらゆっくりと腰を沈める。身体の重みによって、油断すれば最奥を突いてしまいそうで怯えた。僅かな刺激にも、敏感な膣内はじんじんと痺れ、悶えそうになる。腰を引くと笠に媚壁を抉られ、心地よさでまた蕩けそうになった。

　――恥ずかしい……。だけど、もっと欲しい。

　熱に浮かされた沓子は腰を上下させる。

「ふぅ、上手いぞ。自分のいいところに当てろ」

　――全部、感じてる……苦しいくらい。

　愛液で濡れた互いの下生えが擦れるだけで気持ちいい。遠慮がちだった動きは次第に大胆になっていく。高まる欲望を抑えきれずに、沓子は喘ぎながら一心不乱に片桐の上で腰を振った。喜悦に蠢く淫洞は雄根を絞り上げてく。焦れったくなったのか、そこへ片桐の緩やかな腰の動きが加わった。

「あっ……気持ちい……っ……もっと……」

「激しくして欲しいか？　俺はまだ愉しみたいが」

　片桐の緩慢な動きがもどかしく、刺激を求めて沓子は腰を揺らめかせる。思いのままに、どろどろに溶けた媚肉を擦りつけるのだ。せり上がってくる絶頂感に、呼吸は荒くなる。柔壁はいやらしく陰茎に絡みついた。

「はぁ、っ……一緒に……お願い……っ」

「一緒にイきたいのか。分かった」

　片桐は沓子の腰を支え、自身の昂りを最奥まで捻り込む。

「ひ、っん……あぁっ！」

「めちゃくちゃになりたいんだろ？　もっと、乱れろ」

　花芯を弄りながら、ガツガツと子宮口を突き上げる片桐の表情は色気を纏っていた。雄棒の摩擦によって膣内は燃えるように熱くなる。沓子は片桐に縋りながら、掠れ声で啼いた。的確に先端は、沓子の弱いところを抉ってくる。揺さぶられるたび、淫悦が押し上がってくるようだった。

「しゃ……しゃ、ちょう……も、もう、やっ……ああっ」

「もう降参か？　いや、明日も仕事なのに、無理をさせすぎたか」

　言いながら片桐はぐりぐりと淫棒を回した。膨張し硬さを増した熱に、隘路は引き裂かれんばかりになる。逃れようとする沓子の腰は押さえつけられ、ガツ、と脳天を揺らすように突き上げられた。結合部はぐっしょりと濡れている。最奥を繰り返し突かれ、愉悦に包まれた沓子はどうしようもなくなり悲鳴を上げた。

「ああぁ……っ――！」

「……っ！」

　蠕動する蜜孔に追い詰められ、片桐は小さく呻くと身震いした。張り詰めた欲望は破裂し飛び散る。沓子は片桐の脈動を体内に感じながら、絶頂と幸福の渦の中にいた。まだ震え続ける媚肉を持て余して、片桐の胸へと倒れ込む。

「……疲れたか？」

　片桐が沓子の背中へと腕を回し優しく撫でた。まるで愛おしい者にするように、しめやかに抱き締めてくる。そうされることで繋がった部分はまた悦び、じわ、と蜜を溢れさせた。

「沓子、すまない」

　片桐に苦悩の色が浮かぶ。すまない、と謝られる理由はどこにもないはずだ。まるで、沓子と交わったことを後悔しているかのように聞こえてしまう。

「……お願い、もう少しだけ」

　切なくなった沓子は、片桐の頬に手を添えキスをした。すると片桐の瞳に、再び欲望の炎が燃え上がるのだ。

「分かった……こうなったら、朝まで離さない」

「……ん、んっ」

　片桐から深いキスが返され、理性は消え去ってしまう。夜が明けるまで、上になり下になり、二人は激しくもつれあうのだった。






〈５〉甘い新婚生活








　翌朝、沓子がベッドの上で目覚めると既に片桐の姿はなかった。なのにまだ、自分の中に片桐がいるような不思議な感覚がするのだ。

　――濃厚な夜だった……。

　リビングのソファでたっぷり交わったあと、ベッドルームに移動してさらに身体を繋げた。互いに三ヶ月の禁欲により飢餓状態だったのだろう。何度達しても、貪り合うことを止められなかった。

『沓子、すまない』

　片桐は最後に果てたあと、沓子の耳元でそう言った。謝られる理由が沓子には分からなかった。無理やり奪われたわけではない。

　片桐を求め受け入れたのは、沓子の意思だった。結局、片桐に「どうして？」と問う体力は残されていなかった。ゆるやかに鎮まる欲望とともに、沓子は、片桐の胸の中で深い眠りへと落ちていった。

「社長……激しかったな」

　はじめて身体を重ねた時と、昨夜の片桐はどこか違った。愛撫は強引で荒々しく、繰り返される挿入は性急で力強かった。それでも確実に丁寧に、片桐は沓子を刺激し快楽へと導いた。思い出すだけで、じくり、と下腹部が疼く。

　――もう私の全部を知られてしまったのかも……。

　ふぅ、と溜息を吐き、沓子はベッドから気怠い身体を起こした。白い壁とダークブラウンの床。広々としたベッドルームは、壁際に間接照明が置かれているだけだった。無駄なインテリアは一切ない。

「シンプルな部屋……」

　沓子は片桐の寝室を興味深く見回した。部屋には、複数ドアがある。ひとつは廊下に繋がるドア、もうひとつは片桐のウォークインクローゼット。

　そして、残るひとつは――。

『そこのドアを開けるとシャワールームだ。沓子も自由に使っていいから』

　ベッドの中で片桐が教えてくれたのを思い出す。

　沓子はベッドを下り、プライベートシャワールームのドアを開ける。壁のスイッチを押せば、落ち着いた色味のライトに照らされ、ホテルのようにラグジュアリー感満載の洗面所があらわれた。

「あっ」

　正面の大きな鏡に映し出された、自らの裸体に息を呑む。何も纏わない素肌に散るのは、片桐が付けた赤い花びらだ。

「すごい……全身……」

　首筋、胸、お腹、そして太腿の内側にまで、艶めかしい鬱血痕が残されていた。何度も繋がった部分はひりひりしている。

「これ、隠せるかな？」

　沓子は、そっと首筋のキスマークに触れてみた。途端に片桐の唇の感触が蘇り、ついうっとりとしてしまう。まだ腰は鉛のように重いのに、もし今夜も求められたらきっと拒めないだろうと思うのだった。淫らな欲望が再び沓子の中に渦巻いていく。

　片桐になら、どんな恥ずかしいことをされてもいい。片桐を悦ばせるためになら、どんな淫らなこともできると思った。

「私、どうかしてる……昨夜も……」

　めちゃくちゃに抱いてほしい――自分の口から出たのが信じられないような、大胆な台詞に背筋が凍った。沓子は一気に現実に引き戻され頭を抱える。

「な、なんで、あんなこと言ったんだろう」

　片桐は仕事上のボスなのだ。いくら欲求不満だったからといって、曝け出しすぎたかもしれない。一度目よりずっとエスカレートした行為を振り返り、沓子は顔を覆った。

　――でも、夫婦なんだから。

　夜を共にするのは当然と言えば当然。とはいえ、愛情で成り立っている関係ではないのである。考えれば考えるほど、自分の立場に混乱した。

「ああ……どうしよう……っ、それより早くシャワー浴びなきゃ！」

　快楽に溺れて我を忘れた自分を深く反省しながら、真面目な沓子は出社の準備を淡々と進めるのだった。
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「早瀬さんと社長って夫婦喧嘩中？」

「…………」

　急な質問に、沓子は一瞬固まった。

　秘書課で他の社員から声を掛けられること自体が珍しいうえ、質問内容が直球すぎたせいだ。

「どうしてそのように思われるのでしょうか？」

　しかしできるだけ平静を装った。

「だ、だって新婚さんなのに、別々に出勤してくるんだもの」

　思ったより冷たい声になってしまったのか、隣の席の先輩秘書である西にし野のは怯えたような顔になった。

「お、怒らないでね？　みんな二人のことを心配してるだけだから、ねぇ？」

　話を振られた周囲の社員たちが苦笑する。他の秘書たちも耳をそばだてていたのだと分かり、緊張した沓子の顔はますます力が入って硬くなる。

「申し訳ありません。明日からもっと早くに出社いたします」

　沓子は片桐と結婚するまでは、秘書課の中でも一番早くに出社していた。本来なら秘書は社長より先に出社すべきだ。

「い、いいのよ、別に。プライベートなことなのにごめんね。早瀬さんと共通の話題がなかなか見つからなくて。だから、気にしないで？　さ、仕事仕事」

　西野は慌てたようにパソコンに向き合った。

　――……共通の話題？

　沓子は西野が、自分を気遣って話を振ってくれたのだとやっと気付いた。冷たい返答をしてしまったことを反省した沓子は強張った頬を軽くマッサージすると息を吸い込む。

「あ、あの、簡単にできる夕飯メニューってありますか？」

　勇気を出して声にした。

　秘書として先輩の西野は、小学生の子供が二人いるワーキングマザーで、主婦の先輩でもある。西野は少しだけ意外そうな顔をしたあと微笑んだ。

「仕事を終えて帰宅して、それから料理するのって大変よね。週末に作り置きできればいいけれど、忙しくてそこまで手がまわらないし。私はスーパーのお惣菜も利用してる。例えばお惣菜の唐揚げに野菜を炒めて甘酢でとじるだけ。酢豚ならぬ酢鶏、とかね」

「なるほど。酢鶏ですね」

　沓子は几帳面にメモを取った。やはり経験に勝るものはない。先輩西野のレシピに、素直に感心する。

「この程度で良ければ、いくらでもあるわよ」

「ありがとうございます」

　いつの間にか、デスク周りの空気が柔らかくなっているのに気づく。些細なコミュニケーションがこうも雰囲気を変えるのだ、と沓子は感じた。そして、自分自身の変化にも気づいた。意識せずとも自然に笑顔になれたことに、沓子自身が一番驚いていた。
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　食材が詰まったエコバックは、ずっしりと重かった。仕事帰りに寄ったスーパーのタイムセールに釣られて、買いすぎたようだ。沓子はマンションのキッチンまで食材を運ぶと、ふぅ、と溜息を吐いた。ひと休みしようと思ったが、時計が目に入り慌てる。

「もう七時過ぎてる！」

　沓子は急いで着替え、エプロンを付けた。頭の中で素早く段取りを組み、まずご飯を炊くために米を洗う。

「炊飯器にセットして……」

　新品の調理器具が揃っているのは確認済みだった。見たことのない調味料も並んでいるが、使用された形跡はない。もしかしたら、沓子のために準備されたものなのかもしれない。

「社長が料理をするとは思えない」

　片桐は、食事を楽しむというより、効率よく栄養を取りたいと考えているタイプだ。沓子は、野菜を洗い、素早く切りそろえ、フライパンを取り出す。

「ええと、水はいらない、と」

　フライパンで肉と野菜を炒め、調味料を入れて蒸し煮にする。西野から教わった、肉じゃがの時短レシピだ。肉じゃがを火にかけている間に、ほうれん草を洗って茹でておひたしを作る。それから味噌汁も手早く準備した。

「急いで作ったにしては、上出来よね」

　フライパンの蓋を取り、ほくほくに仕上がった肉じゃがを目にして沓子は満足する。

　ダイニングテーブルには、二人ぶんの食器がセッティングされた。今か今かと、沓子は片桐の帰りを待つ。しかし、時計の針が午後十時を回っても、片桐が戻ることはなかった。やがて、沓子の手元でスマホが震え、片桐からのメッセージが届いた。




『遅くなる。待たずに先に寝てくれ』




　たった一言の文面に、沓子は肩を落とした。秘書としてスケジュールは把握しており、今夜は仕事の予定はないと知っている。

「……何の用事だろう」

　しかし、夫婦と言っても、プライベートに口出しをするような関係ではない。片桐が仕事を終えたあとに何をしようが、沓子の知るところではないのだ。

「せめて、もっと早くに知らせてほしかった……」

　すっかり気落ちした沓子は、呆けながらエプロンのリボンを解いた。それから、ただ流れるように、シャワーを浴びパジャマに着替えベッドに潜る。

　広すぎるベッドルームは、一人では寂しかった。

「眠れそうにない……」

　それでも沓子は無理やり目を閉じた。どのくらいの時間が経ったのだろう。背後で人の気配がして、ベッドが沈んだ。ぼんやりとしながら沓子は目をこする。いつの間にか眠っていたようだ。

「社長……？」

　寝返りを打とうとして、背中から抱き締められる。

「ごめん。起こしたか？　そのままでいい。眠っていいから」

　沓子の肩に顔を埋めて片桐が言った。心地よさに再び沓子は瞼を閉じる。

「食事もありがとう。でも明日からはいらない」

　――いらない……？

　片桐のために頑張ったが、無駄な努力となってしまった。忙しい片桐からそう言われることは想定内だったけれど、さすがにがっかりしてしまう。それでも沓子は、目を閉じたまま「はい」と小さく返した。

「……沓子」

　それでも甘く囁かれれば嬉しくなる。しかし、身体は疲れ切っていて、沓子は反応することができない。片桐の手のひらが、パジャマの上から乳房に触れてきた。もちろん沓子が抗うことはなかった。

「んっ……」

　膨らみを優しく揉みしだかれ、ますますとろんとしてしまう。片桐の愛撫に幸せな気持ちになっていく。手のひらがするすると下りてきて、下腹部を彷徨っていた。はじまりの予感に、膣内はずくずくと期待する。

　――お尻に……当たってる。

　熱の昂りが、脚の付け根に押し当てられている。それはすでに硬度を増していた。つまり、片桐もその気があるということだろう。求められているのだと思うと、たまらなく甘い気持ちになった。沓子はそっと剛直へと手を伸ばす。

　――もうこんなに、大きくなってる……。

「っ……、沓子」

　我慢ならないというように、ショーツの中に片桐の手が滑り込んだ。忙しなく茂みを分け入り、割れ目に指が這わされる。ぬる、とした感触に、すでに濡れていたのだと沓子は気付いた。しかし、恥ずかしいと思えるほど、頭は回っていなかった。淫棒を包む手も一向に動かない。

　――目が、開かない……。

　昨夜もたっぷり抱かれたうえ、朝から仕事をして家事までこなした。どうしようもなく身体は疲れ果てている。沓子はなかなか覚醒できずにいた。

「悪いな。勝手に弄るぞ。ぐっすり眠らせてやる」

　――ああ……気持ちいい。もっと……触れて。

　蜜洞は蠢きだし、侵入を許した片桐の指をたっぷりと愛液で濡らしている。しかし、意識は遠のいていく一方だった。

「ごめんなさい、社長……」

　――もう、私……。

「眠るんだ、沓子。君の意識があると、また抱き潰しかねないからな」

　片桐の言葉を理解することは、もはやできなかった。沓子から漏れる熱い吐息は、いつしか寝息へと変わっていく。蜜壺を掻き回されるのを感じながら、深い眠りへと落ちていった。
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　――エッチの途中で寝落ちするなんて……。

　沓子は何度目かの後悔と羞恥に苛まれていた。片桐の顔もまともに見られずに俯く。

「早瀬、聞いているのか？」

「は、はいっ」

　自分の居る場所が社長室だったのを思い出し、沓子は慌てて顔をあげた。デスクから片桐が怪しむような視線を向けている。

「早瀬がぼんやりするなんて珍しいな。疲れているなら休め」

「ご心配なく。私は大丈夫です。今夜は白河建設の社長と打ち合わせですね」

　沓子の指は、落ち着いてタブレットをスワイプし、スケジュールを確認する。

「……キャンセル？　スケジュールが勝手に変更されて……」

　沓子はディスプレイを見つめ瞬きする。いつの間にか変更されている予定に驚いたのだ。

「一体、どうしたんだ？　スケジュールを変更したのは俺だ。社長の体調がすぐれず打ち合わせは延期だと、たった今告げたところだが？」

「えっ……！　今のお話は、白河の社長のことだったんですね！」

　――私としたことが！

　秘書が社長の話を聞き逃すなどあってはならない。いつもの硬い表情からは分からずとも、内心慌てふためく沓子だった。

　沓子は片桐に「申し訳ありません」と謝罪する。

　職場で夜の営みについて考えるなんて、あまりに不真面目だ。たとえ夫が社長で、目の前にいるからといって、許されることではない。こんなことでは社長秘書失格だ、と沓子は恥じ入った。

「では、店の予約を取り消して……あ、社長、夕食はいかがされますか？」

　打ち合わせを兼ねた会食をキャンセルするのならば、夕食が別で必要だ。放っておいたら食事抜きで仕事をしてしまいかねない。何より、片桐の健康が沓子は心配だった。更に言うなら、公私混同かもしれないが、せっかくなら手料理を食べてもらいたい。

「今夜は自宅で……」

「予約はそのままでいい」

　沓子は唇を引き結んだ。

　――今夜は誰と食事をするのだろう……。

　もやもやしながらも、もちろん沓子が取り乱すことはなかった。ただ、自分の不甲斐なさに情けなくなる。

「予約の件、かしこまりました。社長、申し訳ありませんでした……。あの、最近の私は秘書として、お役に立てているでしょうか？」

「役に立っているか、だと？　愚問だな。前にも言ったはずだが？　これまでの秘書とは違う、君は特別だと。ただスケジュールを管理するだけなら、君じゃなくともできる。しかし、俺を支えることは君にしかできない。なぜなら、俺が君にそばにいてほしいからだ。つまり、今夜の食事の相手は君だ」

　情熱的な内容を片桐は淡々と告げた。そのせいで沓子はしばし考える。

「私……ですか？」

　まさか食事に誘われているとは思いもしなかった。

「たまにはフレンチもいいだろ？　今夜は夫婦水入らずで食事をしよう」

「は、はいっ」

　沓子から珍しく弾んだ声があがった。代理とはいえ、片桐から食事に誘われたことが嬉しかった。




　沓子の午後の仕事の進み具合は速やかだった。片桐との食事が待ち遠しかったのだ。

　仕事を終えビルを出ると、黒塗りのセダンが停まっている。いつものように運転席から片桐が顔を見せた。三ヶ月前パーティーに同伴し、はじめて片桐と結ばれた夜を思い出す。

「沓子、乗れ」

　沓子と片桐は、会社から直接都内の高級フレンチレストランへ向かった。入店すると、すぐさま半個室へと案内される。美しい刺繍の入った重厚感あるカーテンで遮られた、静かな空間だった。

「ここならゆっくりできるだろう？」

　いつにもまして片桐は得意げな顔をした。そして、沓子の気難しい表情も、今夜は和らいでいる。

　――私、リラックスしてる？

　片桐と二人きりで外食をすること自体、ほとんどはじめてと言っていい。それなのに、少しも緊張していないようだ。すっきりとした味わいの白ワイン、濃厚な赤ワイン、すでに何杯飲んだか覚えていない。

　天井の小さなシャンデリアが、テーブルの『牛フィレ肉のロッシーニ風』を照らしていた。

「これからも無理して食事を用意する必要はない。こうやって、二人で食事をして帰ればいいだろう？」

　ワイングラスを片手に、片桐が言った。

「え……、あ、はい」

　牛フィレ肉とトリュフの、贅沢なメインディッシュ。添えられた色鮮やかな旬の野菜も美しい。目の前の皿をじっと見つめて、沓子は思う。

　――私の肉じゃがとは、大違いだ。

　フォークに乗せ、ひと口味わう。とても美味しい、と感心する。無駄が嫌いな片桐の言い分もよくわかった。

　――私が料理をする理由は……どこにもない？

「沓子」

　向かいの席から片桐に呼ばれ、沓子は顔をあげ背筋を正す。

「やっぱり疲れているんじゃないのか？」

「いいえ、そんなことはありません」

「昨夜だって……いや、いいんだ」

　昨夜、行為の途中で眠ってしまったことを匂わされ、かぁっと全身が熱を帯びるようだった。それでも、沓子には確かめねばならないことがある。法律上の妻として、昨夜の自分はどうだったのだろうか、と。

「社長、昨夜は途中で寝てしまい大変失礼しました。ところで、昨夜は、最後まで、その、いたしましたでしょうか？」

　沓子はどこまでも真剣だった。

「軽くいかせただけだよ。ぐっすり眠れただろう？」

　片桐の余裕ある返事に、沓子は軽い目眩を覚えるのだった。

「も……申し訳ございません。私は妻としての義務を怠ったようです。憲法七五二条により夫婦の同居義務、協力義務、扶助義務が定められています。つまり、夫婦が協力して夜の営みをするところ、私だけが達して……、とにかく、今後はこのようなことがないよう最後まで協力いたします」

　真面目すぎる沓子に対し、片桐は「堅いなあ」と呆れたように笑う。

「解釈によっては、夫婦間に性行為を求めたり応じたりする義務はあるのかもしれないが。だったら当然、拒否する権利もあるはずだろう？」

「拒否……」

　沓子にすれば片桐を拒否したつもりは毛頭なかった。むしろ、抱かれたいと思っている。

　――眠たかっただけで、私は社長としたかった……。




『ちっとも濡れないな』




　そんな時に限って、元カレの冷たい言葉が蘇るのだ。沓子はその当時、濡れにくい自分を拒まれたように感じて傷ついた。

「嫌ならしなくてもいいってことだよ」

　片桐の口調は優しかった。だからこそ片桐に誤解してほしくなかったのだ。

「嫌ではありません。毎日していただいても構いません」

　沓子が言い切ると、「毎日？」と片桐が面食らったような顔をする。力の入った沓子は眉間に皺を寄せる。

「毎日か……それは楽しみだ」

　ふっ、と片桐から笑みが溢れた。さすがに「毎日」は言い過ぎだった、と沓子も冷静になる。

　――新婚とはいえ、毎日したい、だなんて……やっぱり酔っているのかも？

　頬に手を当て、ふぅと息を吐く。

　――結婚してからの私は少しおかしい。ペースを崩しがちだ。

　自己分析してみるが、酔っていて正常な判断ができない。

　――自分なのに自分じゃないみたい……？

　コントロールできない感情があると知り、戸惑ってしまう沓子だった。

「真面目な顔で言うから本気かと思ったよ」

「本気です。妻としての役割は果たします」

　冗談なんかではない、本当の気持ちだ、ということを、片桐にも理解しておいてほしかった。片桐のおかげで臆病だった自分を払拭できたのだ。沓子にすれば感謝しかない。求められれば素直に嬉しいし応えたい。

　――むしろ、私こそ望んでいる気がする……私は……私は……。

　沓子は、自分の中にある感情がなんなのか、改めて見つめ直そうとしていた。甘ったるくてじれったい、そして片桐を独占したいと思う感情だ。するとそこで、片桐が真顔になる。

「役割……？　何か誤解があるようだ。そういうつもりで君と結婚したわけじゃない……って、あれだけ抱いておいて、今さら言い訳にしか聞こえないな」

　困った様子で、片桐は口元を押さえて俯く。




『そういうつもりで君と結婚したわけじゃない』




　沓子なりに片桐の言葉を咀嚼する。自分たちの夫婦関係は、白河建設とのプロジェクトが終われば無用だ。身体を繋げるのだってオプションにすぎない。経験が乏しいとはいえ、沓子だって子供ではない。心と身体は、必ずしもワンセットではないと知っている。

　沓子が、個人的感情とは別のところで性的欲求を満たそうとしたように、片桐が自分を抱くことにだって、特別な意味はないだろう。それでもベッドでの片桐は優しいし、これからもこの関係が続けばいい、と沓子は思う。

　――ずっと続けばいい……？　私は社長とどうなりたいの？

　恋愛も結婚も、自分には関係のない話と思っていたはずの沓子は困惑する。

「とにかく、俺と結婚したからと言って、沓子が無理をする必要はない。君は君の好きなようにしてくれ」

「社長はそれでよろしいんでしょうか？」

「もちろん。結婚に縛られる必要はないだろう？　結婚しても君が仕事を続けることは大いに賛成だし、むしろ、そうすることでますます君は生き生きと輝くはずだ。俺はそんな君を見ていたいんだ。俺も俺で好き勝手にやるさ。お互いに自由だ」

　そう言うと、片桐はワインを飲み干した。
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　マンションに戻ると、沓子はまずシャワーを浴びた。ベッドルームのドアを開ければ、すでに部屋の中は薄暗く、間接照明の灯りだけがぼんやりと浮かぶ。いつもより少しだけセクシーな下着を付けた沓子は、静かにベッドに潜り込んだ。しかし、その顔は険しい。

　――今日は寝ない……！

　ベッドの上には、横向きになって背を向けた片桐の姿がある。沓子の位置から表情は見えなかった。

　――私から誘ってもいいのかな？

　緊張しながらベッドに横たわり、昨夜片桐がしてくれたことを思い出す。沓子は、後ろからぴたりと寄り添い、片桐の身体に腕を回した。

「社長、起きてますか？」

　声を掛けるが片桐からの返事はない。もう寝てしまったのかもしれないと、がっかりした沓子は、つい溜息を吐いてしまった。すると片桐の身体がもぞもぞと動いた。

「……社長？」

　もう一度声を掛けるがやはり反応はない。

　――どうしよう……社長にも気持ち良くなってほしい。

　沓子は悩んだ末、何度もそうしたように片桐の下半身に手を伸ばした。

「……え？」

　そこで思わず声が漏れた。返事はなかったのに、片桐自身はしっかりと反応していたからだ。熱を帯び滾った剛直に、沓子は戸惑う。

　――どっち？　起きているの？　寝ているの？

　沓子が、スウェットの上から優しく撫でれば、当然ながらどんどん大きく硬くなる。片桐が感じてくれているのだと思うと、沓子は嬉しくなり気持ちが昂ぶった。

　スウェットのゴムを持ち上げ、沓子はボクサーパンツの中に大胆に手を入れる。それだけで、びくん、と陰茎が震えた。根本を掴めば、血管がどくどくと脈打つのが分かる。

　しかし、片桐は身じろぎすらしなかった。

　――勝手にしてもいいのかな……。

　恐る恐る沓子が手を動かすと、片桐から寝息が聞こえはじめた。規則的な呼吸を聞いて、どうやら眠りに落ちてしまったようだと、沓子は判断した。

「社長、おやすみなさい」

　まさか片桐が、疲れている沓子を気遣って狸寝入りしたとは思いもよらない。沓子は物足りなさを感じながら、目を閉じるのだった。






〈６〉すれ違う心








　――とても気持ちのいい夢だった……。

　沓子はベッドで目覚めて、はぁ、と溜息を吐く。隣にはやはり片桐の姿はない。しかし、今朝はそのほうが都合は良かった。沓子は違和感を覚え、そろりとパジャマの中に手を入れショーツに触れてみる。

「……うっ」

　思った通り、粗相をしたかのように湿っている。夢イキ、というものかもしれない。つまり、片桐といたしている夢を見て、下着を汚してしまった。もしかしてとは思ったが、はじめての経験に戸惑う。

「確かに、リアルな夢だったけど……」

　――とにかく、社長がいなくて良かった。

　沓子は恥ずかしさのあまりベッドの上で、縮こまった。真面目だけが取り柄で長い間恋人もいなかった沓子は、まさか自分が、と泣きそうな気持ちになる。しかし、心当たりはあった。不埒な思いに四六時中囚われているのだから。

　――社長と、したい。

　沓子は、片桐に抱いてほしくてたまらないのに、気持ちを伝えられないもどかしさと戦っていた。いっそ襲ってしまおうかと考えるほどに、毎夜、隣で眠る片桐に欲情している。

『拒否する権利もある』

　沓子は片桐の台詞を思い出していた。夫婦とはいえセックスを強要することはできない。そんなことをすれば「離婚」の危機だ。ましてや、沓子から好意のようなものを示してしまえば、秘書の仕事も「クビ」になりかねない。

　――冷静にならなくては……。

　無駄が嫌いな片桐に、煩わしさを与えたくはない。つまり、片桐がその気になるのを待つしかない。沓子はもう一度、大きな溜息を吐いた。

「……欲求不満だ」

　顔を洗うためにベッドから下り、寝室専用のシャワールームへと向かう。手を洗っていると、大理石のカウンターの上に忘れられた腕時計を見つけた。

「ここで外して忘れたのかな」

　片桐が普段身につけている高級腕時計を、このままにしておくわけにはいかない。時計を手にした沓子は洗面室を出て、片桐のウォークインクローゼットを覗いた。すぐに、小物をしまうギャラリーケースを発見する。いかにも高価な腕時計やネクタイピン、香水などに目を奪われた。

　片桐の持ち物はどれも洗練されていて嫌味がない。小物一つとっても社長という立場を知らしめるのに、相応しいものばかりだ。沓子は改めて、片桐という男の魅力を噛み締めた。

「これは……？」

　ふと、女性用のアクセサリーを見つけた沓子は、身を強張らせる。丁重に飾られているネックレスに、不安が煽られ動悸が速まった。贈り物ならば剥き出しで保管はしないはずだ。

　――大切な思い出とか……？

　誰かの首を飾った生々しさを思わせる陳列に、沓子の心は乱れた。いけないとは思いつつ、ネックレスを手にとってしまう。ペンダントトップは、宝石が埋め込まれたハート型のプレート。

「Ｉ　ｌｏｖｅ　ｙｏｕ　ｍｏｒｅ　ｔｈａｎ　ａｎｙｏｎｅ．」

　そこには、『誰よりもあなたを愛します』という意味のメッセージが刻印されている。




　まさか、社長には愛する女性がいる？

　もしくは、そういう相手が過去にいた？




　愛の告白のようなメッセージに、沓子は呆然としてしまうのだった。

「……どうしよう」

　慌ててネックレスを元の位置に戻し、ウォークインクローゼットから出た。ただならぬ緊張感に、まだ動悸はおさまらない。

　――社長に愛する人がいたらどうしよう。

　ぐるぐると考えを巡らすものの、答えは出ない。真実を知れば今の関係が壊れてしまうかもしれないと怖くもあるし、そもそも問い正す権利はない。結局、気付いていないふりをするしかない、と沓子の頭は結論づけることにした。

　それから沓子はいつも通り出勤し、社長秘書としてしっかりと働いた。片桐も沓子の仕事ぶりに満足しているようだ。

　――これでいい。知らないふりをするしかない。

　片桐を公私ともに支えつつ良き妻で居続けることを選んだ沓子だが、夫婦生活は暗雲が垂れ込める。帰りの遅い片桐を毎夜ベッドの中で待っているというのに、一切身体を求められることはなくなった。

　――キスさえない。自分から求めることもできない。

　沓子は、この結婚が偽りであることを、今さら思い知るのだった。　　
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「お待たせいたしました。社長秘書の早瀬でございます」

「やあ、元気だった？」

　軽妙な口調がすでに怪しい。秘書課に電話をしてきたのは村本不動産社長の村本だ。セクハラの一件以来、まったく音沙汰がなかったのに、唐突に沓子宛に連絡をよこしてきた。

「お世話になっております。本日はどのようなご用件でしょうか」

　沓子は、警戒心を強めながらも平静を装った。

「他人行儀だな。もっと仲良くしようじゃないか」

「プライベートのお電話でしたら勤務中のため、このまま切らせていただきます」

「待ってくれ。悪かった、冗談だよ。仕事の話だ、聞いてくれ」

　村本の声から焦りを感じ取る。とはいえ、どんな話をされても今さらだろう。

「君から、片桐社長に取り合ってもらえないかな。うちとの取引の件だけど……」

　沓子は村本の言い分に呆れてしまった。あれだけ片桐を怒らせておいて、仕事の話をしようだなんて虫が良すぎる。

　取引内容は、片桐建設が取得した用地に、不動産会社がマンションを建てるというものだったはずだ。村本不動産より好条件の取引先は、正直なところ他にいくらでもある。

　そうは言っても、秘書の沓子が判断を下せるようなことではない。ただ粛々と、仕事を遂行するのみだ。

「社長は打ち合わせ中でございますので、建築営業部へお繋ぎします」

「お、おい！」

「少々お待ち下さい」

　沓子は、あくまでも丁寧に、しかし事務的に専門部署へと繋ぐ。この手のタイプには甘い顔をしてはいけない、と経験上分かっていた。

「社長は早瀬さんを選んで大正解ね」

　先輩秘書である西野が隣の席で笑っている。

「大正解？」

　沓子は訝しげに訊き返した。

「さっきの電話、村本社長でしょう？　遊び人だって評判よね。でも村本社長だけじゃないのよ。秘書って意外とあちこちからお声が掛かるから、気をつけてね。でも早瀬さんならしっかりしているし、社長も安心だわ。夫婦にとって大事なのは、お互いを信頼しあうことだものね」

「なるほど、そうですか」

　――結婚生活において、私という存在は信頼に値する。

　そう思うと心が安らいだ。西野の言葉に、元気になる沓子だった。
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　椅子に背中を預け、片桐は疲れたように目頭を押さえている。午後三時、スケジュール調整のため、沓子は社長室にいた。

「社長、この後のスケジュールですが、書類関係は明日以降でも間に合いますし、自宅に戻られてはいかがでしょうか？」

「なぜ？」

　目を伏せたままの片桐に問われる。稟議書が山積みのデスクを見つめながら、沓子は答えた。

「毎晩帰宅も遅く、お疲れになっているようですから。自宅でのんびり夕食を……」

「いや、大丈夫だ。今日も遅くなるから、先に寝てくれ」

　あっさりと帰宅を拒否されてしまった。交渉に持ち込んだところで、圧倒的に不利なのは分かっている。通常なら、分をわきまえて引き下がる沓子であるが、今日ばかりは割り切れなかった。

　沓子にとって、一番心配なのは片桐の健康だ。しかし、愛のメッセージが刻印されたネックレスが頭を過ぎったことも否定できない。ある日突然、降り積もった不満が爆発することがあるのだと、沓子はこの日身を持って知った。

「大丈夫じゃありません！」

　つまり、ついカッとして、声を荒げてしまったのである。

　目を見開いた片桐は、ガタ、と音を立てデスクに手をつく。

「えっ……？」

「言っても分からないのでしたら、もう、勝手にしてください」

　沓子は握りしめた拳を、わなわなと震わせた。こんなに心配しているのにと悔しくなったからだ。伝わらない気持ちがもどかしかった。沓子の中で心配は不安となり、やがて疑念へと変化していく。

　――毎晩、こんなにクタクタになるまで、どこで何をしているんですか。

　ネックレスは誰のものなのか、沓子を抱かなくなった理由は何なのか、喉元まで出かかって再び飲み込んだ。秘書の仕事をしなければと、沓子は心を落ち着けようとするが。

　――どうして、こんなに苛々するの？

「早瀬、どうしたんだ？」

　沓子の様子がおかしいと気づき、片桐が席を立つ。

「そうやって無理して倒れたって知りませんから。健康じゃないと仕事だってできないんですよ？　社長という立場のかたがそんなことでどうするんですか！」

　沓子の興奮は収まらない。様々な感情が渦巻き、冷静さを欠いてしまう。

「し、失礼します」

　うっかり涙まで溢れそうになり、慌てた沓子は社長室を出ていこうとした。

「待つんだ、沓子」

　片桐によって二の腕を掴まれ、沓子は動けなくなる。

「君らしくないな。疲れているのは君じゃないのか？」

「私は普通に仕事をしているだけです」

「俺だって同じだ」

　沓子は、片桐の腕を振り払った。

「だったら、どうして……、毎晩帰りが遅いんですか？　秘書ですから、社長の仕事内容はすべて把握しています。もしかして、どこかに立ち寄っているのでは？」

　沓子は語気を強める。溢れ出した感情を、もはや止めることはできない。

「立ち寄って？　何の話だ？」

　片桐は眉を顰めた。

「Ｉ　ｌｏｖｅ　ｙｏｕ　ｍｏｒｅ　ｔｈａｎ　ａｎｙｏｎｅ．」

　沓子は涙声で告げる。

「…………？」

「社長が愛する人へのメッセージを刻印した、ネックレスを見てしまいました」

　片桐はしばらく考えたあとに言葉を発した。

「あ、あれか。それだったら、誤解……」

　タイミング悪くデスクの上で片桐のスマホが鳴る。

「社長、電話に出て下さい」

「……分かった。とにかく、そこから動くな」

　慌てたように片桐はデスクまで戻り、スマホを手にした。

「もしもし……」

「失礼します」

　片桐の指示には従わず一礼すると、沓子は社長室を出ていく。

「待て、沓子……！」

　背中で片桐の声を聞きながら、涙を拭った。
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　沓子のスマホへ、片桐から『どこにいる？』とメッセージが届く。片桐は一旦マンションに戻ったが、また会社に戻り仕事をするらしい。

　その頃、職場から徒歩数分の、ビルの一階にあるバーに沓子はいた。薄暗い照明に照らされた、アンティークなインテリアや木目のバーカウンターが、大人の夜を演出している。雰囲気のある店だった。

　カウンターの中で、三十代ほどのバーテンダーがシェーカーを振っている。その背後には、磨かれた酒瓶が並んだバックバー。ラベルは全て正面を向いていた。

　カウンター席には沓子だけ。壁際のテーブル席では男女のカップルが談笑している。会話の邪魔にならない程度の音量で、気の利いたＢＧＭが流れていた。

「……本当に仕事なのかな」

　スマホを手に、沓子はつぶやく。まだ片桐への返信はしていない。

　――合わせる顔がない。

　気持ちが整理できずに、沓子はマンションへ戻れずにいた。

　――それに、まだ苛々している……。

　片桐が悪いのではない、彼を疑う自分自身に沓子は苛立っているのだ。やりきれずに、はぁ、と溜息を吐いたところで、テーブルにカクテルが置かれた。

「お待たせしました。当店のオリジナルカクテルです」

「可愛い……、いただきます」

　ピンク色のカクテルには、ハート型の苺が飾られている。

「このカクテルは恋が叶うカクテルです」

　白いシャツに黒のベスト、そして蝶ネクタイ、オーソドックスなスタイルのバーテンダーが言う。

「恋が叶う？」

「本当ですよ。このカクテルを飲んでほろ酔いになったところで、ご自分の気持ちに素直になってみてください。きっと上手くいくはずです」

　そう言って、バーテンダーは微笑んだ。

　――素直になる、かぁ。

　沓子はスマホをカウンターに置き、カクテルグラスを手にする。口に含むと、甘さと爽やかさが広がった。苺味のカクテルは軽やかで、ごくごくと飲めてしまう。しかしアルコールはそれなりに強いようだ。ほんのり火照る頬に、沓子は手を添えた。

『俺の人生には沓子が必要だ』

　ふと、片桐の言葉が蘇る。

　――嬉しかった……。

　片桐に認められ頼られたことが、沓子は嬉しかった。

『こんなに濡らせるなんて、君は仕事以外でも優秀だな』

　ますます、顔が火照った。

　――社長は、優しかった。

　繊細な愛撫は、沓子のコンプレックスをいとも簡単に消し去ってくれた。

　片桐に抱き締められたときの、逞しい腕や胸の感触を思い出し苦しくなる。

　――もう一度、抱いてほしい。

　たとえ、偽りの結婚だとしても。たとえ、片桐に愛する人がいたとしても。

　――社長が、好き……。

　だから、こんなに苦しいのだ、と沓子はやっと気づいた。だとしたらこれ以上、一緒にいることは難しい。愛が籠もったネックレスを目にしなければ良かった。やはり、知らないふりなどできない。自分以外の誰かを想う片桐の側で、今まで通りでいられる自信が沓子にはなかった。

　――社長を、愛している。

　こんな気持ちでは、結婚生活どころか、仕事もまともにできないだろう。

「最後に、もう一度だけ……」

　片桐へ返信するために、スマホを手に取る。

　――そうだ、社長は仕事をするために会社に戻っているはず。

　沓子は素直な気持ちで、メッセージを入力した。




『会社の近くにいます。今から向かいます。すぐに会いたいから』




　直接会って伝えたい、そう思った沓子は残ったカクテルを飲み干した。

　会計を済ませたところで、バーテンダーから励ましの言葉を掛けられる。

「頑張ってね」

「ごちそうさまでした」

　沓子は微笑み返し、バーを飛び出すのだった。






〈７〉誰よりも君を愛す








　エレベーターを降りれば、二十二階の役員フロアだ。午後十時、夜のビルは静まり返っている。

　――素直に、気持ちを伝えよう。

　コツン、とヒールの音が響いた。沓子は、緊張した足取りで廊下を進んで行く。片桐が事前に警備へ連絡してくれたおかげで、すんなりと会社に入ることができた。おそらく今、このフロアにいるのは沓子と片桐だけだ。

　――社長は、どんな顔をするだろう？

　沓子は呼吸を整えてから、社長室のドアをノックした。

「どうぞ」

　室内から片桐の声がした。

「失礼します」

　入り口で、沓子は一礼する。

「お仕事中すみません」

　静かにドアを閉め、部屋の中へ進んだ。

「気にするな。もう仕事は終わった。沓子を待っていたんだ」

　――本当に仕事だったんだ……。

　今夜、片桐が会社にいたことに、沓子は安堵した。

　片桐は椅子から立ち上がり、沓子のもとへ向かってくる。そして、沓子を胸に抱こうとせっかちに腕を伸ばしてきた。

「ま、待って下さい」

　沓子は逃れようとして、両手を突き出し一歩下がる。

「なぜ逃げる？　会いたいと連絡してきておいて、もったいぶるな」

　片桐は沓子の態度に不快感をあらわにした。

「話があるんです」

「…………」

　沓子の真剣な声色に、片桐は何かを感づいたようだ。普段より低い声で言い放った。

「別れ話なら聞く気はない」

　沓子は、片桐の勘の良さに軽く動揺する。

「だけど、もう、これ以上……」

「聞く気はないと言っただろう？」

　片桐は強引に沓子を引き寄せた。胸に抱かれた沓子は、話し合おうと片桐を見上げる。

「俺は君を手放す気はない。諦めろ」

「社長……、ん、んっ」

　片桐は沓子の顎を取り、無理やり唇を重ねた。こうなることは頭のどこかで分かっていた気がする。

　――むしろ、望んでいた……。

　片桐に求められると、自然と沓子の心も身体も素直になっていった。

　浅いキスは、角度を変えながら深くなり、有無を言わせず劣情を呼び覚ます。片桐の舌は唇を舐り、息継ぎをするための隙間から、ぬるりと咥内へ侵入した。淫らな動きで粘膜を擦っては、艶めかしい音を立て唾液を撹拌する。沓子の舌は絡め取られ、きつく吸い上げられた。あっという間に身体の中心は熱を帯びていき、沓子はキスに夢中になっていた。

　――やっぱり……社長が……好き……。

「ふぅ……っ」

　片桐の手は、絶え間なく沓子の背中をさする。片桐の舌が、いつものように上顎を舐め、歯列をなぞった。溶け合う唾液が溢れそうになる頃には、力が自然と抜けていた。片桐が自分を引き止めようとするのは、会社のためかもしれない。そうだとしても、沓子は拒めない。

　――ずっとこうしてほしかった。

　片桐への思いを抑えきれずに、泣きそうになる。

「……沓子」

　そこで唇が解かれる。

「そんなに、嫌なのか？」

　片桐の辛そうな表情を間近に見て、沓子は迷いはじめる。

「私は…………」

　お見合い話を断っておきながら早々に離婚では、片桐の立場が悪くなる。だからと言って、自分の気持ちに嘘はつけない。

　――せめて、プロジェクトが終わるまでは……。

「ごめんなさい。私、社長を愛しています」

「……えっ？」

　驚いたように片桐の目が見開かれる。

「だから、偽物の妻でいることはできません。プロジェクトが終わったら、離婚して下さい。今さら勝手なことを申し上げてすみません。でも、苦しいんです。社長が、私ではなく、別の誰かを愛していることが……だ、だけど、許されるなら、もう一度だけ……、最後にもう一度だけ、私を抱いていただけませんか？」

　――抱いてほしいなんて、いけないことなのに。

　淫らな気持ちが、沓子を苦しめる。片桐の口づけや愛撫は、傷つくことさえも受け入れて、片桐ごと愛したいと思わせた。

「本当なのか、沓子……」

　片桐は再び沓子を強く抱き締めた。戸惑いながらも、片桐の温もりを感じた沓子の目に涙が滲む。

「俺を愛しているって、本当なのか？」

「本当……です……」

「俺も、沓子を愛している。俺が愛しているのは、沓子だけだ」

　片桐の告白に、沓子は呆然とする。

　――社長が、私を？

「ずっと、君の本心が知りたかった。しかし、無理強いはしなくなかったんだ。沓子が心を開くまで待つつもりだった。どんなに時間がかかろうと、結婚してしまえば、君の心を俺のものにできると思っていた。君を悩ませていたのなら、申し訳ない。二度と、別れたいだなんて言わないでほしい……！」

　現実味が感じられない沓子は、確かめるように片桐の背中に手を回した。

「私、社長と別れたくない……こんなに愛しているのに」

　口にした途端、沓子の瞳から涙が溢れた。片桐の腕にさらに力が籠もる。沓子も応えるように片桐に身体を寄せた。本当はずっと前からこうしたかったのだと、沓子は思う。

「俺が、沓子を手放すわけがないだろう？　仕事でもプライベートでも最高のパートナーなんだから」

「あ、あの、以前に、『そういうつもりで君と結婚したわけじゃない』と……。形だけの夫婦であることを望まれていたのでは？」

「ああ、あれは……、毎夜セックスに応じることが妻の役割だと誤解しているようだったから、そうじゃないと言いたかったんだ。沓子なら、仕事と同じように阿吽の呼吸で分かってくれるはずと思ったが、俺の慢心だった。伝えようとすることが大事だったんだな……つまり、君が可愛すぎて抱き潰してしまわないよう、気をつけていたんだよ」

「か、可愛い……？」

　いつも冷静で硬い沓子の表情が緩んだ。

「仕事がなければ、毎晩抱きたいくらい、沓子を可愛いと思っている。いつも一人残って社長室で仕事をしながら、君のことばかり考えていたよ。仕事に気を取られ、君を不安にさせているとまで頭が回らなかった。本当にすまない」

「私のほうこそ……、すみません」

　帰りの遅い片桐に一瞬でも不安を抱いたことが恥ずかしくなる。仕事に情熱を持ち続ける片桐は、誰よりも努力の人だったと思い出した。

　――私、仕事に嫉妬していたんだ。

　真実に気づいた途端、愛しさがとめどなく溢れ、もどかしさを抱えながら、沓子は片桐をただじっと見つめた。

「いつのまにか、君のことを他の秘書と同じように考えられなくなっていた。沓子は気づいていないのかも知れないが、君は最初から、俺を一人の人間として敬い信頼してくれていた。色目で見られることが多い俺は、それが嬉しかったんだ。しかし、俺も君への感情がなんなのか、最初は確信が持てなかった。いい加減なことはできないと慎重になっていたが、気付けば夢中になっていた。もちろん、今の俺なら、はっきりと分かる。心から沓子を愛している。一生、君を離さない」

　熱の籠もった愛の告白を受け、沓子は胸が熱くなる。

　――社長が、私を……愛してくれている。

　幸せすぎて、やはり夢を見ているようだった。できることなら、現実であると今すぐ確信したい。

「抱いていいか？　これじゃ収まらない」

　すでに硬くなった下半身を擦りつけるように押し付けられ、沓子は頬を染める。愛を確かめ合いたい気持ちはあるが、沓子にはまだ理性が残っているのだ。

「ここで……、ですか？」

「今すぐ抱きたい。自宅までもたない」

　役員フロアには誰もいないとはいえ、警備員が巡回にやってくるかもしれない。そもそも職場で身体を重ねるなんて、不真面目だしいけないことだ。

「誰かに見られたら……」

「大丈夫だ、俺のオフィスだから誰にも文句は言わせない。というのも、勤務時間外は社長室をプライベートで使用する規約に変更したところだ。この時間は、しっかり家賃と光熱費を払っている。我が社も今が踏ん張りどころだとはいえ、社長が連日残業するブラックな企業にしたくないからな。つまり、君の管理するスケジュールでは、俺は深夜近くまで仕事はしていないことになっているが、現実はこういうわけだ」

　沓子は片桐が言わんとすることを理解した。片桐は隠し事をしていたわけじゃなかったのだ。心に降り積もった不安が消し去られていく。

「こんなこと、毎回強要するつもりはない。今夜だけ、俺の我儘を聞いてくれないか？　君を今すぐ抱きたい。もちろん、沓子が余計なことを考えずに済むよう、めちゃくちゃに、抱いてやる」

　片桐の言葉に、沓子はさらに赤面した。

『めちゃくちゃに、なるくらい……抱いて……ください』

　以前、そう口にしたのは自分自身だ。するとさっそく片桐は、沓子の鎖骨に唇を這わせ、ブラウスのボタンを外していく。

「社長、で、でも」

「恥ずかしいのか？」

　もじもじしながら、沓子は頷いた。

「君は真面目だからな。しかし、暗くすれば平気じゃないか？」

　片桐は照明を消すと、沓子の手を取り窓際へ誘導した。沓子を熱く見つめ微笑みながら、ブラインドを上げていく。

「ほら、綺麗だろ？」

「……素敵……」

　窓の向こうには、宝石を散りばめたような都心の夜景が広がっていた。いつしか沓子の瞳に溜まった涙もキラキラ光る。胸の前で手を握りしめ、幸せに浸った。

「愛しているよ、沓子」

　胸元に何かが当たって、ひんやりとした。沓子が視線を下げると、キラリと光るハートがあった。

「これは……」

「じっとして」

　首の後ろで繊細に片桐の指が動く。沓子の首にネックレスを着けているようだ。

　沓子の胸で、『Ｉ　ｌｏｖｅ　ｙｏｕ　ｍｏｒｅ　ｔｈａｎ　ａｎｙｏｎｅ．』と刻まれたハートのプレートが、月明かりを受けて輝いた。

「君にいつ渡そうか、タイミングを見計らっていたところだった。疲れ果ててベッドに横たわる沓子を、起こす気になんてなれないだろ。どれだけ気持ちを伝えたかったか、そして、こうして抱き締めたかったか……」

　背後から腕を回し、片桐は沓子を抱きすくめた。ネックレスを渡され愛を告げられるというシナリオに、こうして絶好のタイミングが訪れたのも、片桐の沓子への想いの強さのおかげだ。沓子は片桐の気持ちが嬉しくて、また涙を浮かべた。

「こんな高価なもの……」

「逆だろ？　たったこれだけの投資で、一生分の愛を貰おうとしているんだ。もっと貪欲になれ。君は、俺に愛されて世界一幸せになる権利がある」

「社長……ありがとうございます」

「いい加減、名前で呼んでくれないか」

　手早く沓子のジャケットとブラウスを脱がしながら、片桐が言う。沓子だってできるならそうしたいが、今さら恥ずかしくて名前でなんか呼べない。

「む、無理……です」

　ブラだけになった沓子の上半身が、ガラスに映り込んでいた。沓子は羞恥心を覚え、咄嗟に身を捩ろうとする。しかし、片桐に抱かれていては逃れようがなかった。

「ほら、名前で呼べ。もっと、素直になれ」

　片桐の手が、ブラのホックまで外してしまう。乳房が鏡のようなガラスに映し出されたら……そう思うと、切羽詰まったように、沓子は名前を呼ぶ。

「れ、蓮さん……あっ……」

　しかし、名前を呼んだところでどうにもならなかった。肩から紐が滑り落ち、ブラは抜き取られる。あらわになった乳房を沓子は慌てて隠そうとするが、耳元に甘く囁かれ動きが鈍る。

「やっと、呼んでくれたな。沓子、俺の沓子、愛しているよ」

　沓子が胸を隠すより先に、膨らみは片桐の手のひらにすっぽりと包まれてしまうのだ。

「沓子、綺麗だ。ここ数日、こうしたくてたまらなかった」

　双丘はぐいと持ち上げられ、ごつごつした指が埋められる。熱い息が耳朶に触れた気がした。沓子の情欲を煽るように、片桐の手は丸みに合わせ、いやらしく乳房を揉みしだく。膨らみが押し潰され、乳首が押し出された。硬く勃った乳首を抓られ、甘い刺激に沓子は声をあげてしまう。

「や……っ……あぁ、んっ」

「いやらしくて、いい声だ。俺を上手に煽ってくれる」

　すぐさま耳朶を舐られ、下肢がぞくぞくとした。乳頭を捏ねられ淫らに喘ぐ姿が、はっきりと窓ガラスに映り込んでいる。沓子は、たまらなくなって顔を背けた。恥ずかしさによって、むしろ行為に集中できない。

「だ、だめ……これ以上、ここでは無理……です……」

「君らしいな。だったら、見なければいい。怖くないから、じっとしていろ」

　片桐はそう言ってネクタイを解くと、沓子の顔の前に掲げた。

「な、何を？」

「目隠しすれば、大丈夫だ」

　――目隠し？

　ネクタイに覆われ、沓子の視界は真っ暗になる。期待と不安で高鳴る胸を押さえながら、後頭部でネクタイが結ばれるのを静かに受け入れた。

「俺を信じろ。感覚だけに集中するんだ」

「……はい……」

　――ドキドキする……。

　だけど、怖くはなかった。愛する片桐になら、何をされてもいいとさえ思う。ネクタイによって視界は閉ざされた。布が擦れる音がする。片桐の息遣いが聞こえる。まだはじまったばかりなのに、身体が甘く疼いた。片桐の手は沓子の腰を撫でたあと、スカートのファスナーを下ろした。はらり、と床に布が落ちる気配がする。

「倒れないよう、窓に手を付いて」

　片方ずつ足を持ち上げられ、ストッキングとショーツを脱がされた。目視できないが、すでに裸にされているはずだ。素肌は冷気に晒されているのに、内側は熱くなってくる。誰かに覗かれてはいないかと、沓子ははらはらするのだ。

「しゃ……、蓮さん？」

　振り返ろうとすると腰を掴まれ、驚いて脚に力を入れた。

「膝、開いて。俺によく見えるように」

　なぜか片桐の声は、沓子の尻の辺りから聞こえてくる。

「ひゃっ……！」

　腰を引かれ脚を開かれた途端、割れ目を生温かいものが這った。ぐにゃと尻の肉を両手で揉まれ、指で秘裂が広げられる。片桐は、沓子の突き出した尻に顔を埋め、陰裂に舌を押し当てているようだ。

「あっ……やっ……あぁっ……ぁん」

　どんな恥ずかしいことになっているのかと、想像するほどに蜜が滴っていく。じゅじゅっと啜る音が耳に届き身悶えした。まだシャワーも浴びていない恥部を舐め尽くされ、正気でいられない。

　――そんなところ……だめ……。

　丁寧に蜜口に纏わりついた愛液を舐められ、ぬめった舌に肉壁を擦られ、蜜孔は物欲しげにひくついている。迫りくる淫悦ともどかしさに勝手に腰が揺らめいた。早くこの熱をどうにかしてほしい。すると、今度は耳元で片桐の声がした。

「どんどん溢れてくる。やっと素直になったな」

「はぁ……んっ……」

　指の腹で陰部を撫でられ、腰が跳ねる。ぐちゅ、と指が差し込まれ、溜まった淫液を掻き出された。一方で、ゆるゆると膨らみを捏ねられる。視界を閉ざされた今、水音と感触だけが行為を形作っている。卑猥なことをされているのだと思うと、羞恥からますます濡れてしまう。

「や……だ、だめぇ……」

　乳房をいじくられ、媚壁は擦られる。そうされて切なくなった膣内は、片桐の指をぎゅうっと締め付けた。背中に逞しい胸板を感じながら、たまらずに沓子は腰を踊らせる。せり上がる快感が苦しくて、生理的な涙を浮かべた。

　だめだと言いながらも、身体は悦楽に溺れたがっている。その証拠に、媚肉は片桐の指に纏わりつき、淫らに収縮してさらなる刺激を求めた。愛液はとめどなく流れ、片桐を濡らしていく。いつまで耐えられるのか、分からない。早く楽になりたいと、沓子は思う。

「手の甲までぐっしょりだ。締め付けもすごい。先にイきたいか？」

「も、もう……イかせて……我慢できなっ……はぁ、んっ」

　言い終わらぬうちに、乳頭を強く抓られ、花芯を押し潰された。次第に何も考えられなくなっていく。片桐の指の動きを意識するだけで精一杯だ。真っ暗な世界の中、何度も自分を導いた指技と声だけを感じるしかなかった。

　いやらしく開かれた身体は、愛する人を受け入れるためだけにある。熟していく膣内を感じながら、沓子は何度も喘いだ。ただ絶頂を迎えたくて、片桐に身を任せる。優しく皮を剥かれむき出しになった花芽に、蜜を擦り込まれた。無防備な粒を二本の指に強く摘まれて、肉壁が激しく痙攣する。

「や……れ、蓮さん、やぁああっ……！」

　あっという間に頂点へと押し上げられ、沓子の膝はがくがくと震える。全身が総毛立ち、頭は痺れ真っ白になった。ほとばしる熱に、ただ呆然とする。

「……イったな。中がすごいことになってるぞ。たまらない」

　そう言いながら、ぐりぐりと尻の割れ目に昂ぶる雄槍を押し付ける。すでに準備は整っていたのだ。硬く張り詰めた欲望は、誘うように脚の付け根へと滑り込んできた。崩れ落ちそうな身体は支えられ、秘裂を往復する肉茎にされるがままだ。

「……ふぅ……どうだ、欲しいか？」

「……あっ……あぁ、っ」

　焦らすように雄棒に恥部を擦られ、太腿が震えた。片桐は切迫したように息を荒げる。濡れた秘裂に自身を押し当てるうちに、ますます興奮を高めたようだ。ぬめった先端を浅く差し込まれ、沓子も身震いした。

「沓子、挿れるぞ」

「っ……ああぁ……っ！」

　猛った雄茎が蜜口を押し広げ、まだ冷めることのない狭まった蜜洞を貫いた。悦び震える媚壁は生々しい熱を締め上げる。無防備な性を擦り合わせる行為は、一度達したとは思えないほど、さらに大きな快楽を連れてきた。

「れ……れん……さ……ぁっ……気持ち、い……っ」

「……っ、ああ、俺もだ。挿れただけで、熱くて溶けそうだ」

　余裕を失った片桐の艶めいた声が耳元に届き、うっとりとしてしまう。心地よさに身を委ねようとしたが、許されはしなかった。まだ絶頂が続く中で、抽挿がはじまる。

「ひっ……あぁああっ！」

　勢い良く最奥を穿たれ、沓子は嬌声をあげた。続けざま、乳首を捻り上げられながら、鋭く膣壁を擦られる。同時に刺激を与えられ、それだけで再び達してしまいそうだった。蕩けきった蜜窟はびくびくと収斂し、なお貪欲に肉棹を咥え込む。箍が外れたように腰を幾度も打ち付けられ、沓子は為す術もない。

「蓮さん……っ……だ、だめ……激しっ……」

　はじめて身体を重ねたときよりも、格段に感じている。目隠しをされていることで、敏感になっているのだろうか。理由は分からない。ただ感じている。甘く痺れる悦びを、論理立てることなど不可能だ。体内に愛する人を感じる。義務ではなく本能で交わる。淫らで恥ずかしい行為も、相手が片桐だから享受できるのだと沓子は思う。

「沓子、可愛い、愛してる。まだ全然足りない」

　――私も、好き……大好き。愛してる。

　乳房を揉みしだかれながら、雄棒にごりごりと弱い場所を抉られる。悦楽は最高潮に高まり、たまらず沓子は蜜路を狭め、片桐を圧搾しようとした。慎みのない身体を恥じながら、どこまでも蜜洞を震わす。淫らな熱の上昇に、意識は朦朧としていった。

「も、もう……だ、だめ……ぇ」

「分かった、俺も一度イかせてくれ。腰が止まらない。よすぎて余裕がない」

　苦しそうな片桐の息遣いに切なくなり、ますます媚壁はきゅうと収縮した。突き出した尻を固定され腰を打ち付けられるたび、豊満な胸が上下に大きく揺れる。ぐちゅ、じゅぶと卑猥な音を立てながら、雄槍は肉壁を刮ぎ取るように抜き差しされた。激しくなる律動と膨張した熱に刺激され、沓子の限界は足早に近づいてくる。泣きそうなほどの快楽に、沓子はとうとう屈してしまうのだ。

「あっ、あっ……、ぁあああ──！」

「……沓子、っ！」

　沓子と同時に片桐も小さく呻いた。膨らみきった欲望は、最後の力を振り絞るように膣内を擦ったあと、飛沫を上げた。沓子は片桐の精を受け止めながら、幸福感に打ち震える。まだ離れたくない。このまま繋がっていたい。ぼんやりとする意識の中で、沓子はひたすら片桐への愛を感じていた。

「……ふぅ」

　熱い息を吐き出し、片桐はゆっくりと自身を引き抜いた。緩慢な動きで、二人分の体液を始末し、ネクタイを解くと、片桐は後ろから沓子を抱き締める。ようやく視界を取り戻した沓子の目に飛び込むのは、窓ガラスに映し出される、淫熱に上気した自らの裸体だった。痙攣する媚肉を感じながら、恥ずかしさに視線を逸らすと、覗き込むようにする片桐と目が合った。

「愛してる、沓子」

　言いながら、彼は口づけた。陶酔しきったような片桐の表情に、沓子も満たされていく。愛する人とひとつになれた悦びを味わいながら、唇を重ねた。まだ甘い快感は続いていた。キスを繰り返すうちに、再び情欲が燻りだす。沓子の身体をまさぐる片桐も、同じに違いない。炎が燃え盛るのに、そう時間はいらないだろう。片桐は唇を解くと、ふっと笑った。

「夜は長い。まだ、これからだ」

「きゃっ……お、下ろしてください！」

　身体が宙に浮き、思わず叫ぶ。片桐に横抱きされ驚いた沓子は、脚をばたばたとさせた。

「危ない、おとなしくしろ。それだけ元気があるなら、まだ楽しめそうだな」

　ワイシャツの前をはだけた片桐の胸へと、沓子の汗ばんだ肌が吸い付いた。色気のある鎖骨や硬質な筋肉に、片桐の雄を見せつけられる。心音に耳を澄ませ、鼓動の速さを感じ、まだ醒めぬ欲望に身体が疼いた。恥じらいは消え、離れたくないと片桐の首へ腕を回し、顔を埋める。

　――好き……、この人が好きでたまらない。

　片桐は沓子を抱いたまま革張りの椅子に座り、肘掛けを上げた。沓子は片桐の脚を跨いで腰を下ろす。

「あ……、んっ……」

　当然、片桐の剥き出しになった下半身は、沓子の瑞々しい秘所と触れ合ってしまった。すでに硬くなった昂りに慌てた沓子は、座面に膝を付いて腰を浮かす。

「触ってくれないか。まだ全然沓子が足りない」

　片桐は沓子の手を取り、そそり立つ陰茎に触れさせた。すでに触れることに抵抗感はないが、やはり心臓はドキドキと騒がしくなる。熱く滾る欲望を両手で包み、ゆっくりと上下させると、どくどくと脈打つのが分かった。片桐に悦んでもらおうと、沓子は夢中になって手を動かす。先端を撫でて根本まで擦り、下生えをなぞって柔らかな陰嚢に触れた。

「……くっ」

　片桐から快楽を耐えるような甘い息が漏れ、沓子を甘酸っぱい気持ちにさせていく。

　――もっと気持ちよくなってほしい。

　沓子は床に降りて膝を付き、そのまま流れるように、唇で彼の濡れた先端へと触れた。唐突に股間に顔を埋められ驚きながらも、片桐は無言のまま、促すように沓子の髪を撫でる。亀頭に、ちゅ、と吸い付けば、感じ入るように片桐がゴクリと唾を飲んだ。たまらなくなって、舌先で段差を舐めあげ、浮き出る血管に指を這わせる。片桐の口元が綻んだのに気付き、沓子は思い切って熱の塊を口へと迎え入れた。

　この瞬間、片桐の欲望を支配しているのは沓子だった。剛直は咥内でますます膨れ上がり、甘い刺激を待っている。頭の上から情欲に浮かされる荒い息遣いが聞こえ、沓子の身体も疼きはじめた。頭を上下するのに合わせ、片桐の指が沓子の髪を梳いている。やがて首筋からうなじへと、もどかしそうに指は彷徨った。物欲しげな動きに沓子は期待し、太腿まで蜜を滴らせる。

「……っ、沓子、そこだ、そこがいい」

　丁寧に笠を舐ると、先走りが滲み出し、沓子に苦味を与える。それさえも、片桐の劣情を掻き立てているのだ、と沓子を興奮させた。ぐちゅぐちゅと唾液が卑猥な音を立てる。口から溢れ、根本までだらだらとつたっていった。

　――早くひとつになりたい。だけど、その前に、最後までしてあげたい。

　身体の芯が燃えるように熱くなる。浅ましいと思いつつもむずむずして腰を揺らした。

「うっ……もっと、だ」

　頭を引き寄せられ、さらに深く片桐を咥え込む。雄棒を喉奥まで押し付けられ、えづきそうになった。苦しくて愛おしい。ただ、涙が溢れる。すると片桐は、腰を屈め沓子を抱き込んだ。

「……っ、ふぅ……すまない」

　耳元に熱い息がかかり、ずる、と口から昂りが引き抜かれる。空っぽになった咥内に、沓子は不安を抱き片桐を見上げた。

「あ……、あの、私、下手でした……？」

「……まさか」

　片桐は沓子の身体を持ち上げると、再び自分の膝へと乗せる。

「よすぎて我を忘れるところだったよ。でも俺は、君のここに出したい」

　先端を蜜口に押し当てられ、沓子は僅かに震えた。待ち焦がれてたっぷり蜜を纏った花弁が、恥ずかしくてたまらない。それでもぬるぬると屹立を擦りつけられ、花芯を指で扱かれれば、たまらずに腰をくねらせてしまった。

「やっ……そこ……あぁっ」

「そうか、ここが好きか。もっとよくしてやる。たっぷりと、さっきのお返しをしてやらないとな」

　片桐は先端で割れ目を弄りながら、乳頭に吸い付いた。沓子は、片桐の極上の愛撫を受けながら、幸福感に浸っていた。躊躇いなく抱き合える悦びが、よりいっそう身体を敏感にするようだ。硬く勃ちあがった乳首を舐られ、花芽を指で捏ねられれば、蜜孔から淫液がどろどろと溢れ出す。どうにもならない熱を持て余し、沓子はねだるように、自ら腰を雄茎に押し当てるのだ。

「これが、欲しくてたまらないのか？」

　雄々しく反り返る自身をもったいぶるように擦りつけながら、片桐が不敵に微笑む。

「お、お願い……っ、もう……はぁ、んっ」

「ここから先は、自分で挿れてみろ。もう、できるな？」

「……あ、ぁっ……」

　先端だけを突き刺して、片桐は沓子の腰を掴んだ。自分から咥え込むのは、さすがにまだ抵抗があった。どうしても、はしたない気がしてしまうのだ。それでも、限界まで高められた身体は、貫かれたいと疼いている。何より沓子の心が、愛する人とひとつになりたいと願っていた。

「あぁ、んっ……」

　恐る恐る、沓子は腰を沈めた。すでにぐっしょりと濡れた蜜壺は、じわじわと張り詰めた剛直を埋めていく。片桐は、自身が沓子の中へと収められていく様子を、嬉しそうに眺めていた。普段クールな片桐の、高揚して放つ雄の色気に沓子はくらくらする。呼応するように、悦び震える媚壁は雄茎を柔らかく締め付けていった。片桐が苦しそうに呻く。

「……くっ、待てない」

「……っぁああっ！」

　我慢ならなくなった片桐にいきなり腰を引き寄せられ、沓子は嬌声を上げた。一気に最奥まで肉棒を呑み込んでしまい、並々ならぬ刺激に涙が溢れる。肉壁は淫らに蠢きながら、熱の塊に絡みついた。片桐に埋め尽くされた膣内は、感じすぎて苦しいくらいだった。

「れ、蓮さん……あっ、ああっ……やぁ……っ」

　あまりの快感に恐ろしくなり、沓子は片桐にしがみついた。しかし片桐は、貪欲に沓子を揺さぶる。蕾が擦れ燃えるように熱くなり、ますます男根を締め上げていった。

「……ふぅ。ゆっくり愉しみたいところだが、沓子は激しくされるのが好きだからな」

　いやらしい言葉でも、沓子は否定できなかった。もっと激しくされたい、めちゃくちゃに抱かれたい、それは沓子の本心だからだ。身も心も焼き尽くされるように、片桐に愛されたいと望んでいる。

「……あぁ、んっ」

　片桐が、沓子のお尻を鷲掴みにして立ち上がる。そのまま沓子はデスクへと押し倒された。足首を掴まれ身体を折られると、一気に腰を打ち付けられる。

「やっ……あっ、あぁっ！」

「可愛い、沓子。好きだ、愛してる」

「わ、私も……あ、愛して……る……」

　烈火の如き抽挿に、沓子の腰はびくびくと跳ねた。愛液を撒き散らしながら、雄棒は激しく抜き差しされる。滾る片桐の欲望を受け止め、沓子は震え続けた。幸福で全身を満たしていく行為は、甘く淫らで、そして今は何より愛が溢れている。弱いところを幾度も抉られ官能を高められた沓子は、ただ本能のままに腰を揺らした。

「れ、蓮さんっ……」

「俺にこうされるの、好きだろう？」

「す、好き……もっと……して……っ」

　凄まじい打ち付けに、沓子は惑溺していく。繋がった部分は泡立ち、擦れる度にじゅぼじゅぼと卑猥な音を立てた。熱に浮かされたように、片桐が眉を顰める。心地よさを感じてくれていたら、これほど幸せなことはないと沓子は思うのだ。

　肉槍で奥を掻き回され、沓子はまた喘いだ。身体には汗が玉のように浮かんでいる。片桐の逞しい胸に抱かれていると、まだ、もう少し、と絶頂から逃れたくなる。いつまでも、猛々しい雄に突かれていたいと願った。

「ふっ……いやらしくひくついてるぞ……そんなにいいのか。だったら、もっと啼かせてやる」

「やっ……あぁ、っ……」

　片桐は容赦なく沓子を穿った。悦楽に冒された膣内は熱を蓄え、狂おしいほどにうねり、雄茎をこれでもかと圧搾した。揺さぶられ続けるうちに、意識は何度も遠のきそうになったが、その度に、唇を吸われ、乳頭を舐られ、現実に引き戻される。

「乳首を抓ると、中が、締まるな。俺も……余裕がなくなる」

　額に汗を滲ませながら、片桐は言った。体内に蓄積した悦楽は、今にも弾けそうなほどに張り詰めている。どんなに耐えようとしても、媚肉を擦られるたびに限界は近づいてくるのだ。雄槍にごりごりと肉壁を抉られ、花芽は下生えに擦られ熟れていく。下腹部にせり上がってくる尿意に似た痺れを感じ、沓子はもうどうにもできないと悟った。

「も……もう、だめ……我慢できなっ……」

「限界か？　イっていいぞ」

　片桐はそう言うと、沓子の額にキスをした。乳首を執拗に弄られ、鋭敏な腰の動きで弱いところを掘削される。蜜洞がぎゅっと縮まる感覚がし、沓子は全身を震わせた。

「……っ、あ……ぁ、ああぁあ……っ！」

　淫汁が噴き出し、快感の極限が訪れた。肉壁は蠢動し陽根を絞り上げる。浅い呼吸を繰り返しながら、沓子は体内に籠もった熱を放出しようとした。しかし、膣内でどくどくと脈打つ肉茎は、鋭く獰猛な形を保ったまま、再び動く機会を狙っている。

「分かるか？　ここを震わせて俺を締め付けている」

　片桐の声は、愉悦によって艶めいていた。下腹部を撫でられ、沓子はぞくぞくとしてしまう。体内の愛液を掻き混ぜるように、片桐が腰を回した。絶頂の波にまだ襲われている沓子は、たまらずに上へと逃げようとするが、すぐさま腰を掴まれてしまう。ほどなくして、緩やかに律動がはじまった。

「……ぁ、あ、っ……、ま、まだ、私……っ」

「すまない。もう少し耐えてくれ」

　達したばかりで興奮する媚壁を、肉杭が擦り上げていく。引き抜くときは雁首が、そこを抉った。淫洞は悦び震え、片桐を奥深く咥え込み、蜜を溢れさせ情欲を高める。腰を打ち付けるたび乳房はぶるんと揺れ、片桐の視覚をも愉しませた。

「……くっ、そろそろやばいな。このまま……沓子の中で果てたい」

「は、はい……私も……蓮さんと一緒がい……っ」

「分かった、今度は一緒だ」

　沓子は涙を浮かべて頷いた。その瞬間を思い浮かべただけで、幸せで胸が張り裂けそうになる。片桐は沓子に覆い被さると、獣のように荒々しく唇を貪り、繰り返し最奥を打擲した。膨れ上がった欲望は密路を埋め尽くし、快感を逃すまいと閉じ込める。いつ破裂してもおかしくない溢れんばかりの悦楽に、膣壁を震わせながらとうとう沓子は涙を流すのだ。

「……沓子、愛してる」

　ふいに唇が解かれると、たまらずビクビクと下肢が震えだす。

「……っ……また、イっちゃう……っ」

　それを合図に、雄槍は沓子が一番に悦ぶ場所をガリガリと削った。びくんびくんと腰が跳ね、突っ張った脚の先で足指を握りしめる。悦とともに体液が込み上げてきた。身体を這いずり回る甘い痺れが、頂点へ向かって駆け上がっていく。

「あっ、あぁっ、ぁあああ……っ――！」

　膨張した快感は、一気に弾け飛んだ。膣内はとてつもない刺激に歓喜しながら、とめどなく痙攣し、食いついた片桐を絞り尽くそうとする。締め付けを悦ぶかのように、陰茎は大きく脈動すると、幾度も精を吐き出した。沓子は片桐の熱を浴び、さらに感じてしまう。震えは一向に収まる気配がなかった。

「ふぅ……オフィスだということも忘れ、夢中になりすぎたな……」

　片桐は最後まで精を放つと、デスクに横たわる沓子を抱き起こした。沓子は甘い余韻の中で幸せを噛み締める。

「れ……蓮さん、愛してます。何度伝えても、足りないくらい……です」

　沓子は片桐の腕の中で、ぽろり、と涙を流した。身体は弛緩し、言葉を発するのさえ気怠かったが、言わずにいられない。

「俺も愛している。これからもずっと一緒だ。いくらでも何度でも、俺達は愛し合える」

　片桐の、沓子を抱き締める腕にさらに力が籠もる。沓子は熱い抱擁を受け止めながら、幸福感に浸っていた。昂りが引き抜かれた蜜洞は、まだ燃えるように熱く蠢いている。それを知ってか、片桐は冗談めかして言うのだ。

「マンションに戻ったら、また愛し合おうか？」

　沓子は頬を赤く染めて、片桐へ微笑み返した。

　――これからもずっと一緒……。

　公私ともに片桐を支えることが、沓子の心からの願いだ。しかし、自分も同じように片桐に支えられていたのだと沓子は気づく。唇に片桐の優しいキスが落とされた。甘い感情で胸がいっぱいになる。沓子の素肌には、どんな宝石よりも眩い、ハートのネックレスが輝いていた。






エピローグ　幸せを誓う二人








　朝を迎えた室内は、カーテン越しの光に照らされほんのりと明るい。マンションのベッドで目を覚ました沓子は、隣で眠る片桐に心を安らげるのだ。

　――ぐっすり、寝ている。

　片桐は静かに寝息を立てている。昨夜、社長室でたっぷり愛を確かめあったあと、さらにマンションに戻ってからも夢中で抱き合った。

　――今、何時だろう？

　辺りを見回すが、スマホが見当たらない。激しい快楽に繰り返し襲われ、沓子の記憶はとぎれとぎれだった。一晩に幾度となく求められれば、さすがに身体は疲れ切っている。

　――蓮さんも、疲れたよね。

　沓子は、片桐の髪を労うようにそっと撫でた。

「きゃ……！」

　そこで唐突に手首を掴まれ、驚いて声をあげる。片桐は目を開けて、柔らかく微笑んだ。

「おはよう。悪戯、してただろ？」

「お、おはようございます。起こしてすみません」

「沓子、君が隣にいてくれて嬉しいよ。夢じゃなくて良かった」

　片桐はそう言うと、優しく沓子を抱き寄せた。裸のまま眠っていたため、素肌同士が擦れ合いこそばゆい。

「夢じゃありません。私はここにいます」

　沓子は温かな片桐の胸に顔を埋めながら、もしも夢なら永遠に覚めないでと願うのだ。

「安心できないな」

「えっ？」

　腕を引かれ、軽々と仰向けにされてしまう。揺れる豊満な胸を、片桐が鷲掴みした。

「身体に訊かないと、信用できない」

　片桐は沓子に伸し掛かり、悪戯な笑みを浮かべるのだ。

「で、でも、昨夜……何度も……はぁ、んっ……」

　舌先が、乳頭を掠めた。ねっとりと乳房を揉みしだかれる。

「まだ全然足りない。ほら」

　片桐は腰を浮かせ、猛々しい屹立を見せつける。沓子は顔を赤らめながらも凝視してしまった。改めてその重量感に慄く。

「愛してるよ、沓子」

　下半身に剛直を押し付けながら、片桐は沓子に口づける。裸のまま抱き合って眠り、目覚めてまた身体を重ねようとしていることに、戸惑いが隠せない。

「っ……、私も……でも、だ、だめ……」

　逃れようとしたが、もう遅い。丁寧に弄られ擦られてしまった蜜口はすでにしっとりと濡れ、彼を招き入れる準備をしていた。

「沓子……」

　すると、ピピピ、とアラーム音が鳴りはじめる。

「朝、ですよ！」

　沓子は片桐の腕をすり抜け、床に転がったスマホを拾い上げた。

「まだ、いいだろ。もう少し、ゆっくり……」

「社長、お仕事です」

　ベッドの端に腰掛け、沓子は片桐を振り返る。

「本日は、午前十時より社内ミーティング、午後一時より取締役会議、午後六時三十分より鈴すず木き社長と会食の予定となっております。ご支度をお急ぎ下さい」

　沓子はスケジュールを読み上げ、にこりと微笑む。秘書の珍しくご機嫌な笑顔に、片桐は見惚れた。

「……ふっ、分かったよ」

　諦めたように、片桐は背中から沓子を抱きすくめた。

「今夜の予定はまだあります。午後十一時、妻・沓子と愛し合う。場所は、このベッドです。早く帰ってきてくださいね」

「もちろんだ。毎晩、アポを入れておいてくれ」

　沓子は片桐の腕を、強く握り返した。

「沓子、愛してる。君を、一生離さない。結婚してくれてありがとう」

　片桐の言葉に、じん、と目頭が熱くなる。

「私も、愛しています。一生離さないで……」

　片桐から愛情深いキスが落とされる。優しく甘い、極上のキスだった。仕事熱心な尊敬する社長が、沓子だけを愛してくれる。そして未来には、さらなる希望が待ち受けている。愛する人とともに生きていく。沓子にとって、これ以上の幸福などない。




『健やかなるときも病めるときも

　富めるときも貧しいときも

　お互いを愛し、敬い、慈しむことを誓います』




　結婚式での誓いの言葉を思い出し、もう一度、神様に誓う。沓子は片桐に口づけられながら、幸せな結婚に嬉し涙を流した。







あとがき








　はじめまして、深み月づき香かおりと申します。

　この度は、『業務命令は偽りの婚約者!?～極上社長は淫らに溺愛する～』を手にとっていただきありがとうございます。ご縁があり、濃蜜ラブルージュ様から出版させていただくことになりました。挑戦をはじめたばかりのＴＬジャンルでありますが、このような機会をいただき深く感謝いたします。




　本作では、秘書と社長が仕事のパートナーからプラベートでも愛し合うようになるまでの、すれ違いラブストーリーを描かせていただきました。恋愛にトラウマのあるヒロインが真実の愛に気づいていく過程を、ドラマチックに表現できるといいなと思いながら書きました。個人的に王道ストーリーが大好きなので、とても楽しい執筆となりました。

　特に二人が愛し合うシーンは、少しでもドキドキしていただけるよう、大人の男女の濃厚なシーンをイメージして、今の全力で書きました。ときめきや胸キュンを感じてもらえたら嬉しいです。




　最後に、担当してくださった編集様をはじめ、本作に携わってくださったすべての皆様に、この場を借りて心より御礼申し上げます。

　そして、私の作品を迎えてくださった読者様に、多大なる感謝を。

　またご縁がありますよう切に願っております。ありがとうございました。





深月香
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